
款 項 目 2 款 項 目

細
節

1

1

1

2

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 我が事・丸ごと支え愛事業（包括的支援体制構築事業）

【経費内訳】

3 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 3,014 （一般財源） 6,360

3 職員手当 1,465

4 共済費 1,790

10 需用費 91

計 6,360 計 6,360

【評価】

ー１４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町は行政区が加計呂麻島・請島・与路島の３つの離島を抱え地理的特殊性を持つ行政区と
なっています。複雑・多様化する地域問題を多機関が情報を共有する事で迅速適切な課題解決
が図れる一助になると考え、地域包括支援センター等と連携して推進します。

具体的な
施策内容

地域包括支援センターの総合相談や生活支援コーディネーターが把握する多様な生活ニー
ズ、社会資源等の情報発信や必要な資源開発、ネットワークの構築を図る。

既存の相談支援機関と連携しながら、地域住民の複雑・多様化した生活課題に対応するため多機関協働・多職
種協働で、生活課題や地域課題を明らかにしながら、有効的な支援方法の検討など地域の困りごとを支援する
ネットワークの構築、地域包括ケアの深化を図り地域共生社会体制づくりを推進した。
▶地域づくり推進会議：１回
▶相談支援部回　　 ：１回
▶住まい部会　　　 ：1回
▶研修会                ：１回（「見守り力」を高めよう）



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 会計名

事業名 居住支援協議会

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
・住宅確保要配慮者（高齢者、障害者、被災者、生活困窮等住宅の確保に特に配慮を要する者）
の民間賃貸住宅等（新たな住宅セーフティネット制度における住宅確保要配慮者の入居を拒まな
い賃貸住宅等）への円滑な入居の促進を図る。

具体的な
施策内容

・不動産関係団体、生活支援・就労支援、福祉関係団体、役場（福祉・建設・企画）等の関係機関が
連携して、住宅確保要配慮者を支援していくネットワークの構築を図る。
（我が事・丸ごと支えあい地域づくり推進会議に「居住支援協議会」の役割を位置付ける。）

・コロナ感染症禍の影響で協議会の設立に至らなかった。



項 目 1 款 項 目
1
1

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 特別会計 会計名 介護保健事業特別会計

事業名 地域包括ケアシステムの構築

【経費内訳】

5 2 6 事業
（単位：千円）

3
5

2
2

3
2

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 247 1 地域支援事業交付金（国） 127

8 旅費 18 地域支援事業交付金（県） 64

10 需用費 244 地域支援事業（町負担金） 64

介護保険料 255

計 509 計 509

【評価】

ー１６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

・多職種にて事例の検討を行うことなどを通じて、適切なサービスが提供されるように支援し、重
度化防止や自立支援につながるケアマネジメントを深められるように支援すると同時に住み慣れ
た地域でその人らしい生活が続けられるように医療・介護・福祉連携ネットワークを構築し、地域
課題や有効な支援方法を明らかにしながら多機関協働・多職種協働による地域包括ケアシステ
ムの深化を図る。

具体的な
施策内容

・町内の居宅介護支援事業所のケアマネジャー、地域包括支援センター、医療機関、保健師、管
理栄養士、認定調査員、事業所のケアマネジャー、保険者等の多機関・多職種が毎月１回定期的
に個別ケア会議を開催し、自立支援・重度化防止等に向けた検討を図り、適切なサービスの提供
や多職種のネットワークの構築、地域包括ケアシステムの深化を図る。

多機関・多職種が毎月１回定期的に個別ケア会議を開催し、自立支援・重度化防止等に向けた検討を図り、適
切なサービスの提供や多職種のネットワークの構築、地域包括ケアシステムの深化を図る。

★地域ケア個別会議：３回　



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 保健福祉課 係名 保健福祉係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町老人クラブ育成事業

【経費内訳】

3 1 3 事業
（単位：千円）

15 2 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 1,390 1 老人クラブ育成事業費補助金 838

（一般財源） 552

計 1,390 計 1,390

【評価】

ー１７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 老人クラブ連合会の活動（各種イベントのサポート，事務処理等）を支援し，地域活性化を図る。

具体的な
施策内容

・老人クラブ助成事業：30人以上30,000円*20クラブ+30人未満20,000円*7クラブ=740,000円
・老人クラブ連合会助成事業：基礎額380,000円+10,000円*27クラブ=650,000円
合計：1,390,000円

老人クラブの活動を支援し，地域活性化を図ることができた。
会員数増を目指し，引き続き支援を行う。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 保健福祉課 係名 保健福祉係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町シルバー人材センター運営費補助事業

【経費内訳】

3 1 3 事業
（単位：千円）

21 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 3,200 4
(過疎債ソフト分)シルバー人
材センター運営費補助事業

3,200

計 3,200 計 3,200

【評価】

ー１８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
高齢者の就業を促進することにより，高齢者自身の活動的な生活能力を生み出すとともに，その
家族や地域社会に活力を生み出し，ひいては地域社会の活性化につながる。

具体的な
施策内容

地域社会に密着した「臨時的かつ短期的」な仕事を家庭，事業所，官公庁等から引き受け，これを
加入している会員へ，その希望や能力に応じて斡旋するシルバー人材センターに対し，運営費を
補助する。

会員数64人で，合計165件27,529,720円を受託。延べ3,849（月300～350）人の方が従事され，配分金として総額
25,908,190円を支出。
高齢者自身の活動的な生活能力を生み出すとともに，地域社会の活性化につながった。
Ｒ4年度には，職業紹介事業・一般労働者派遣事業の導入も計画しており，更なる機会の確保に努めることで，高
齢者の生きがいの充実及び社会参加の促進を図る。



款 項 目 2 款 項 目
1
1

細
節

課名 保健福祉課 係名 地域支援係

会計区分 特別会計 会計名 介護保健事業特別会計

事業名 地域介護予防活動支援事業（元気高齢者得トクポイント事業）

【経費内訳】

5 1 2 事業
（単位：千円）

5
6

2
3

3
1

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 1,660 1
高齢者元気度アップ・ポイント
事業補助金

577

10 需用費 30 1 地域支援事業（町負担金） 1,113

計 1,690 計 1,690

【評価】

ー１９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
・地域において介護予防に資する自発的な活動が広く実施され、地域の高齢者が自ら要介護状
態にならない為の健康づくりや介護予防活動に参加し、介護予防に向けた取り組みが主体的に
実施されるような地域社会の構築を目指して、介護予防の知識の普及や活動の支援を行う。

具体的な
施策内容

・介護認定を受けていない高齢者が、自ら行う健康づくり（検診の受診を含む）や介護予防活動、
地域の支えてとしての社会参加活動に対してポイントを付与し、元気づくりや介護予防、生きがい
づくり、地域を豊かにする地域づくりの取り組みを推進する。

高齢者が自ら行う健康づくり、介護予防活動に対してポイントを付与し、地域商品券と交換することで、介護予防
教室への参加促進や健康づくり（健診の受診）へ意識づくりが広がっている。
また、介護給付費の抑制や地域商品券への交換により地域経済へも還元でき、地域経済への活性化にも貢献
できていると考えている。

★参加者延べ人数：1245名　ポイント交換者数：624名（商品券：3320枚）



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

4

課名 保健福祉課 係名 介護福祉係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町高齢者無料乗車・乗船資格者証交付事業

【経費内訳】

3 1 3 事業
（単位：千円）

21 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19
高齢者無料乗車・乗船
券交付事業

8,866 2
(過疎債ソフト分)高齢者無料
乗車・乗船券交付事業

8,400

（一般財源） 466

計 8,866 計 8,866

【評価】

ー２０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内の公共交通機関における無料乗車・乗船資格者証の交付により高齢者の外出機会を増や
し，介護予防・健康増進を促進する。

具体的な
施策内容

対象：80歳～
・フェリーかけろま：1,951,920円　・せとなみ：675,160円
・加計呂麻バス：1,611,490円　・南部交通：4,622,070円
・海勝丸：5,100円
合計：8,865,740円

高齢者の外出機会を増やし，介護予防・健康増進を促進できた。
高齢者に適した情報ツールを利用し周知を図ることで，年間発券数を維持していく。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 保健福祉課 係名 医事・庶務係

会計区分 特別会計 会計名 巡回診療施設特別会計

事業名 地域医療連携推進事業

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

4 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 283 1 一般会計繰入金 283

計 283 計 283

【評価】

ー２１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
奄美大島南部町村（宇検村・瀬戸内町）において、安心して暮らせる地域包括ケアシステムの構
築を実現できる医療連携推進法人を推進する。

具体的な
施策内容

・地域医療の確保
・医療供給体制の整備
・産科医療の提供
・健康増進及び医療に関する啓蒙活動

●看護師共同研修事業を実施し個々のスキルアップに努めた。（オンライン）



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 保健福祉課 係名 医事・庶務係

会計区分 特別会計 会計名 巡回診療施設特別会計

事業名 へき地診療所経営改善

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー２２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 へき地診療所のあり方を見直し、経営改善を推進する。

具体的な
施策内容

・巡回診療コースの見直し
・町独自の医師確保について公的機関に加え民間のサイトも活用

●経営改善の一環として、巡回診療車よる診療コースを利用者の減少等を考慮し７コースから６コース（加計呂
麻島を４コースから３コース）へと見直した。
●新たな医師の確保については、派遣医師ではなく町独自の医師を確保するために全国自治体病院協議会や
ドクターバンクかごしま、鹿児島県医師協同組合、鹿児島県国民健康保険診療施設協議会といった公的機関へ
募集を依頼するとともにエムスリーキャリアやＤプラスといった民間企業のサイトも活用しているが採用には至ってい
ない。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 離島地域出産支援事業

【経費内訳】

4 1 3 事業
（単位：千円）

15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 71 離島地域出産支援補助金 291 3 離島地域出産支援事業費補助金 61

（一般財源） 230

計 291 計 291

【評価】

ー２３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内加計呂麻島・与路島・請島に居住する妊婦に対し、健康診査を受けるため各離島から奄美大
島本島までの一部を助成することにより、赤ちゃんとお母さんの健康と健やかな成長を願い次世
代の育成支援を目的とする。

具体的な
施策内容

加計呂麻島・与路島・請島から古仁屋港までの船代及び宿泊費を助成

●本事業の実施により、町内の離島（加計呂麻島・請島・与路島）に居住している経済的負担の軽減により、少子
化対策が図られた。
（交通費）
　実人員：6名
　助成額：81,300円
（宿泊費）
　実人員：2名
　助成額：：210,000円



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 妊婦健康診査交通費等支援事業

【経費内訳】

4 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18
113 妊婦健診受診交通
費等支援事業助成金

904 （一般財源） 904

計 904 計 904

【評価】

ー２４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内に居住する妊婦に対し、健康診査を受けるため必要な交通費等の一部を助成することによ
り、赤ちゃんとお母さんの健康と健やかな成長を願い次世代の育成支援を目的とする。

具体的な
施策内容

妊婦健診を受診する際の交通費及び宿泊費を助成

●妊婦世帯の経済的負担の軽減を図ることで、子育て環境の満足度向上に資する施策として実施した。今後
も、少子化対策への切れ目のない支援の一つとして取り組んでいく
（交通費）
　実人員：48名
　助成額：874,000円
（宿泊費）
　実人員：2名
　助成額：30,000円



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 妊婦・乳幼児健康診査

【経費内訳】

4 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12
043 妊婦乳幼児健康診
査委託料

5,127 (一般財源） 5,127

計 5,127 計 5,127

【評価】

ー２５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内に居住する妊婦の安心安全な出産のため、また乳幼児の健康保持、増進のため健康診査
を実施する。

具体的な
施策内容

・妊婦一般健康診査
・乳幼児一般健康診査
・乳幼児むし歯予防処置（2歳6ヶ月）

●本事業の実施により、町内に居住している妊婦及び乳幼児の健康管理が図られた。

・妊婦一般健康診査： 受診実人員（99名）　受診延べ人員（489名）
・乳幼児一般健康診査 ： 受診実人員（246名）　受診延べ人員（305名）
・乳幼児むし歯予防処置（2歳6ヶ月）：受診実人員（47名）



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 産後ケア事業

【経費内訳】

4 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 産後ケア業務委託料 330 11 妊娠・出産包括支援事業費補助金 165

（一般財源） 165

計 330 計 330

【評価】

ー２６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
退院直後の母子に対して心身のケアや育児のサポート等を行い、産後も安心して子育てができる
支援体制の確保を目的とする。

具体的な
施策内容

母子の居宅を訪問し、母体の心身ケア、乳児ケアを実施するとともに育児指導を行う。

本事業の実施により、母体の心身ケア、乳児ケアを行い、安心して子育てを行う環境づくりができた。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 相談支援（ママのほっとサロン）

【経費内訳】

4 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 85 11 妊娠・出産包括支援事業費補助金 58

13 車両船舶借上料 32 （一般財源） 59

計 117 計 117

【評価】

ー２７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
身近に相談できるものがいないなど、支援を受けることが適当と判断される妊産婦及び家族に
対し相談支援・情報提供・助言その他の支援を行う。

具体的な
施策内容

町内在住の妊婦さんと先輩ママ（およそ生後6ヶ月までのお子さんのある方）との交流会を実施
し、妊娠・子育てへの不安を解消する。
毎月第４水曜日9：00～11：30

●この事業を行うことで、先輩ママとの情報交換により、初めての妊娠、初めての子育てにおける不安の
解消に努めることができた。
実施回数： ７回
延べ人数：42人



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

1

1

2

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 子育て世代包括支援センター設置

【経費内訳】

4 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 1,126 11 子ども・子育て支援交付金（県費含む） 5,997

2 給料 2,712 （一般財源） 1,201

3 職員手当等 1,395

4 共済費 1,894

10 消耗品 71

計 7,198 計 7,198

【評価】

ー２８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
子どもを安心して出産し、また、生まれた子どもが健やかに成長していけるよう、出産前から出産
後、乳幼児期、さらにその先へと、切れ目のない支援を行うことを目的とする。

具体的な
施策内容

保健師等の専門職が、妊娠期から子育て期にわたるまでの母子保健や育児に関する妊産婦等
からの様々な相談に応じ、その状況を継続的に把握し、支援を必要とする者が利用できる母子
帆保健サービス等の情報提供を行うとともに、関係機関と協力して支援プランの策定などを行
う。

●「子育て世代包括支援センター」を設置することで、出産前から出産後、乳幼児期、さらにその先へと、切れ目
のない支援を行うことができ、不安や心配事の解消に努めることができた。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 利用料無償化事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー２９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
生涯にわたる人格形成の基礎を培う幼児教育の重要性や子育て教育に係る費用負担の軽減
を図る少子化対策の観点などから3歳～5歳（小学校就学前まで）の子どもおよび町民税非課税
世帯の0歳～2歳の子どもを対象に幼児教育・保育の無償化を実施する。

具体的な
施策内容

0歳～2歳　１１人
3歳～5歳　54人

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図るこ
とができた。



款 項 目 1 款 項 目
5
7

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域型保育給付事業

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

14
15

1
1

1
1

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 67,785 2 国庫支出金 39,347

2 県支出金 14,329

（一般財源） 14,109

計 67,785 計 67,785

【評価】

ー３０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
事業所内保育施設や小規模保育事業施設等において，３歳未満児を対象に保育を行い，給付
費等の支給に要する費用の一部を負担することにより，子どもが健やかに成長するように支援す
ることを目的とする。

具体的な
施策内容

負担金
　社会福祉法人　潤生会保育園　　　　 ３５，０８９，７６６円
　日本基督教団瀬戸内教会 かな保育園　 ３２，６９６，１７０円

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図ることができ
た。



款 項 目 1 款 項 目
3
2

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 子ども医療費助成事業

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

2
2 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 20,821
2
8

県支出金 3,870

6
7

地方債（過疎ソフト債） 11,300

（一般財源） 5,651

計 20,821 計 20,821

【評価】

ー３１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
高校３年生までの子どもを対象に，窓口での個人負担分を助成することにより子育て世帯の負
担軽減を図り，健康の保持推進を図る。子どもの疾病の早期発見と早期治療を促進し，こどもの
健康の保持増進を図るため，子どもの保健診療に係る医療費の一部を助成する。

具体的な
施策内容

乳幼児医療費助成金　10,495,245円　児童・生徒医療費助成金　7,773,366円
子ども医療給付事業助成　2,553,263円

【登録者】
▶ ▶乳幼児医療費助成　340人　 児童・生徒医療費助成528人 
▶子ども医療給付事業助成　172人　      合計1,040人

【延べ件数】
▶ ▶乳幼児医療費助成　3,569件　 児童・生徒医療費助成2,744件 
▶乳幼児医療給付事業助成　1,150件       　合計　7,463件

●窓口での個人負担分を助成することにより子育て世帯の負担軽減を図り，健康の保持推進を図ることができ
た。



款 項 目 1 款 項 目
3
2

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ひとり親家庭医療費助成事業

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

2
2

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 4,578 1 県補助金 2,289

5 地方債（過疎ソフト債） 1,000

（一般財源） 1,289

計 4,578 計 4,578

【評価】

ー３２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
母子父子家庭等の方々の生活の安定と健康の保持を図るために、医療費の自己負担分を助成
する制度。対象者としてはひとり親家庭の父または母及び児童、父母のない児童。

具体的な
施策内容

ひとり親家庭医療費助成金　4,578,964円　
【登録者】
・（母子）母　105人、児童　162人　　・（父子）父　14人、児童　24人
・（父母のいない）児童　3人　合計308人

【延べ件数】
・（母子）母　682件、児童　531件　（父子）父92件　父子・児童　53件
・（父母のいない）児童　4件　合計1,362件

●０歳～18歳までのひとり親養育者への医療支援の継続や子育て世代包括支援センターとも連携することで、
切れ目のない支援を実現することができた。



款 項 目 1 款 項 目
3
5

細
節

12

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 児童手当支給事業

【経費内訳】

3 2 2 事業
（単位：千円）

14
15

1
1

1
1 節

（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 103,205 3 国庫負担金 71,241

1 県負担金 15,981

（一般財源） 15,983

計 103,205 計 103,205

【評価】

ー３３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
児童を養育している方に,手当を支給することにより,家庭における生活の安定に寄与するととも
に、次代の社会をになう児童の健全な育成及び資質の向上に資することを目的とする。

具体的な
施策内容

支給件数　　1,293件（6月445件、10月419件、2月429件）
支給合計　103,205千円（6月35,210千円　10月33,600千円　2月34,395千円）

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童の健全育成及び家庭生活の安定が図ることができ
た。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域活性化定住促進事業（出産祝金支給事業）

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

21 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 2,250 1 地方債（過疎ソフト債） 2,000

（一般財源） 250

計 2,250 計 2,250

【評価】

ー３４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町に住所を有し居住している者の出産に対してこれを祝福し，出生児の健やかな成長に寄与
するため，瀬戸内町出産祝金を支給する。町の将来の活力を支えていく子どもの出生を奨励する
ことを目的とする。

具体的な
施策内容

５０，０００円×４５名＝２，２５０，０００円

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく子どもの出生を奨励することができた。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

1

課名 町民生活課 係名 児童母子係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域活性化定住促進事業（入学祝金支給事業）

【経費内訳】

3 2 1 事業
（単位：千円）

21 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 扶助費 4,200 4 地方債（過疎ソフト債） 4,000

（一般財源） 200

計 4,200 計 4,200

【評価】

ー３５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
小学校及び高校に入学された児童・生徒を養育している方に祝金を支給することにより、次代を
担う児童・生徒の健全育成を目的とする。

具体的な
施策内容

小学校入学　５０，０００円×６１人＝３，０５０，０００円
高校入学　　５０，０００円×２３人＝１，１５０，０００円　　合計　４，２００，０００円　　

●本事業の実施により，町の将来の活力を支えていく児童・生徒の健全育成及び家庭生活の安定が図
ることができた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 瀬戸内消防分署 係名 救急係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 　救急艇おおとりプロペラ予備器整備

【経費内訳】

9 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 おおとりプロペラ購入費 2,869

計 2,869 計 0

【評価】

ー３６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
救急艇「おおとり」は与路島・請島・加計呂麻島等の救急・火災発生時における緊急的業務を担う
為，不具合が生じた場合でも，遅滞なく業務を遂行できることを目的とする。

具体的な
施策内容

漂流物等によるプロペラへの接触事故等が発生した場合は，著しく航行性能が低下するため，早
急に交換等の整備を行えるようプロペラの予備器を購入した。
　2軸左右１セット

●専用特注品である予備プロペラを購入整備することにより，不具合が生じた場合においても，緊急・定
期ドック時において交換整備を実施し，救急業務，消防業務に対する体制を強化する。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 瀬戸内消防分署 係名 救急係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 高規格救急自動車更新整備事業

9 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 12,609

計 12,609 計 0

【評価】

ー３７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 高度化する救急事案に対する救急救命活動の充実

具体的な
施策内容

・高規格救急自動車更新整備　
・高度救命資機材の購入
（国庫補助金18,277千円，地方負担12,609千円）

●経年劣化した高規格救急自動車及び，搭載資機材の更新を防衛施設周辺消防施設整備事業の助
成を受け，大島地区消防組合で事務執行により実施した。
　新機能を備えた高規格救急自動車で安全性や最新の救急資機材の活用によって，傷病者に対して
適切な観察や処置を行うことができ，的確な病院選定が行え，救命効果や後遺症軽減等が図られる。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 保健福祉課 係名 医事・庶務係

会計区分 特別会計 会計名 巡回診療施設特別会計

事業名 オンラインシステム整備事業

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

7 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 管理用備品購入費 750 1 オンラインシステム整備事業費補助金 429

（一般財源） 321

計 750 計 750

【評価】

ー３８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
（ICTを活用した診療体制の充実）
　健康保険法の改正により医療機関においてマイナンバーカードによるオンライン資格確認により
被保険者の確認ができるようになったことに伴うカード読み取り装置の整備

具体的な
施策内容

顔認証付きカードリーダー購入　750千円

●マイナンバーカード情報を読み取るための顔認証付きカードリーダーの導入で、受付・資格確認・薬剤
や特定健診情報の閲覧がスムーズになることから、診療時間の短縮など診療体制の充実が図られるこ
とになる。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

3

1

10

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 健康増進事業

【経費内訳】

4 1 5 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 4 4 がん検診推進事業費補助金 197

10 印刷製本費 6

11 郵便料 387

12 検診委託料 24

計 421 計 197

【評価】

ー３９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 健康寿命の延伸と生活の質の向上を図ることを目的とする。

具体的な
施策内容

各種がん検診（胃がん、子宮頚がん、肺がん、乳がん、大腸がん検診）において個別の受診勧奨・
再勧奨及びクーポン券の発行（子宮頸がん、乳がん、大腸がん）を行い、、がん検診の受診を促進
し、がんの早期発見につなげ、がんによる死亡者の減少を図る。

●本事業の実施により各種がん検診への受診率増及び受診の意識の向上に努めることができた。
各種健診（胃がん、子宮がん、肺がん、乳がん、大腸がん検診）
　受診勧奨者数：3,995人
　受診再勧奨者数：510人
　うち受診者数：1,008人

クーポン券発送
　子宮頸がん検診対象者数（21歳）：22人　受診者数：0人
　乳がん検診対象者数（41歳）：36人　受診者数：12人



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

2

3

5

1

1

課名 保健福祉課 係名 保険給付係

会計区分 特別会計 会計名 国民健康保険特別会計

事業名 糖尿病性腎症重症化予防事業

【経費内訳】

4 4 2 事業
（単位：千円）

4 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品 13 1 国民健康保険保険者努力支援交付金 50

10 燃料費 6

10 印刷製本費 10

12 委託料 5

13 使用料及び賃借料 16

計 50 計 50

【評価】

ー４０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本事業の対象者に対して、個別訪問指導・集団指導を実施し、適切な医療機関への受診勧奨、保
健指導を行うことにより治療に結びつけるとともに、腎不全、人口透析への移行を防止する

具体的な
施策内容

抽出基準を元に対象者の選定を行い、名簿を作成し対象者へ事業参加の案内を行う。
参加同意者リストをかかりつけ医へ提示し、かかりつけ医は、保健指導参加同意者への保健指導
について、市町村へ保健指導の指示を行う。
指示書を元に保健指導実施し、その結果をかかりつけ医へ報告する。

●対象者に対して、保健指導（個別）や医療機関の受診勧奨を実施し、糖尿病の改善が見られた。今後
も、新規対象者に対して継続的に事業を実施していく。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

1

1

1

1

1

1.3

2.3

課名 保健福祉課 係名 保険給付係

会計区分 特別会計 会計名 後期高齢者医療事業特別会計

事業名 保健事業と介護予防の一体的実施事業

【経費内訳】

3 1 2 事業
（単位：千円）

5 3 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 2,050 1 保健事業と介護予防の一体的実施事業 7,889

2 給料 3,888 （一般財源） 4,056

3 職員手当等 2,387

4 共済費 2,729

7 報償費 675

8 旅費 93

10 需用費 123

計 11,945 計 11,945

【評価】

ー４１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
国保情報データベースシステム等を活用し、地域の健康課題を分析し、高齢者の保健事業と介
護予防等の一体的な実施によるフレイル対策や疾病予防・重症化予防の取組の推進を図ること
等を通じ、町民の健康寿命の延伸を図る。

具体的な
施策内容

・高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施に向けた事業の企画・調整
・ＫＤＢシステムを活用した地域課題の分析・対象者の把握や繋ぎ
・事業に関連する医療関係団体との連携調整
・高齢者対する個別支援、通いの場等への積極的な関与等

【重複・頻回受診等】・介入したことで、適正受診や服薬に関する理解が得られ、行動変容につながった。・整形外
科への受診月が重複受診月として計上されケースが多かったが、指導後、症状等が落ち着くとかかりつけ医への
受診のみで医療費を減少した。
【健康教育・健康相談】・教室でのバイタルチェックをを行いながら日頃の生活状況等相談できた。・フレイル予防に
ついて、知識の提供、実技指導等実施しながら生活習慣を習得できた。
【生活習慣病等重症化予防】・介入後に治療開始、検査データが改善し重症化予防につながった。・治療開始後、
かかりつけ医との連携体制づくりができた。・高血圧に関しては、血圧手帳を活用し日頃の血圧管理へのアプロー
チができた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

5

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 プログラミング教育用ロボットリース

【経費内訳】

10 2 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 機器リース料 406

一般財源 406

計 406 計 406

【評価】

ー４２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
プログラミング教育用ロボット（nao）の活用により、児童生徒のプログラミング教育への関心意欲を高
め、学習を充実させる。

具体的な
施策内容

・IBブロックを利用し、プログラミング教育を行う。
・ＩＣＴ支援員が学習の補助を行うことで授業を充実させている。

ロボット教材を利用し、プログラミング教育を実践することで、プログラミング的思考を養いながら、情報教
育への興味関心を高めることができる。
また、プログラミング的思考を養うことで、他教科への学力向上に繋がったり、コミュニケーション能力を育
成することができる。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

1

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 GIGAスクール推進事業

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 フィルタリングソフト使用料(小学校) 842

13 学習支援ソフト使用料（小学校） 3,060

13 フィルタリングソフト使用料(中学校) 416

13 学習支援ソフト使用料（中学校） 1,512

一般財源 5,830

計 5,830 計 5,830

【評価】

ー４３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
児童生徒の情報活用能力を育むとともに、プログラミング教育、情報モラルの育成の充実をお求め
る。

具体的な
施策内容

・教科指導等におけるタブレットの効果的な活用
・テレビ会議システム活用によるリモート授業
・家庭でのオンライン学習の推進

学校における高速大容量のネットワーク環境の整備により、全生徒が授業等で活用してもストレスなく行う
ことができる。
また、コロナウイルス感染症により、学校の臨時休業も余儀なくされる中、タブレットを持ち帰ることにより家
庭でも効果的に活用できる。その際、学習支援ソフトの利用により、児童生徒の学びをとめずに学習の保
障ができる。
さらには、フィルタリングソフトの導入により、児童生徒が安心して利用できる環境を整えている。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 校務支援システム・グループウェア活用

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

15 005_機器・システムリース料 5,058

一般財源 5,058

計 5,058 計 5,058

【評価】

ー４４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
校務支援システム・グループウェアの導入により，事務処理の簡素化・効率化を図り，教職員が子ど
も達と向き合える時間を確保する。また，児童・生徒情報の一元管理により情報セキュリティリスクを
低減させると同時に，多元的な情報活用を可能とし，教育の質の向上を図る。

具体的な
施策内容

校務支援システム・グループウェアを全教職員が活用し，校務の効率化・負担軽減を図る。
（５年間の債務負担行為）

●校務支援システム・グループウェアの導入により，事務処理の簡素化・効率化や児童・生徒情報の一元
管理により情報セキュリティリスクを低減させると同時に，多元的な情報活用を可能とし，教育の質の向
上を図ることができた。



款 項 目 406 款 項 目

細
節

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ICT支援員

【経費内訳】

10 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 3,840

一般財源 3,840

計 3,840 計 3,840

【評価】

ー４５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 ＧＩＧＡスクール推進のための環境整備や授業補助、研修等の充実を図る。

具体的な
施策内容

・ＧＩＧＡスクール推進のためのネットワーク環境等の整備
・学習支援ソフト等の初期設定
・タブレット端末利活用のための授業補助

ネットワーク環境のトラブルや未然防止等のため、定期的に学校訪問を行い、児童生徒や教職員のために活動して
いる。
校内研修の講師として、教職員にむけて、タブレット端末の利活用等の研修を行い、活用の促進に努めている。ま
た、授業において児童生徒の補助をすることにより、安心して利用できる状況ができている。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

1

1

3

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 外国青年招致事業

【経費内訳】

10 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 7,900

4 共済費 1,205

8 費用弁償 747

10 燃料費 41

13 使用料及び賃借料 462

18 負担金 233

一般財源 10,588

計 10,588 計 10,588

【評価】

ー４６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
英語を母国語とする外国語指導助手（ＡＬＴ）を２名配置することにより、児童生徒の外国語授業の充
実や外国語に対する関心意欲を高める。

具体的な
施策内容

・ＡＬＴ２名配置（毎月１回以上各学校へ派遣する。）による授業の充実
・Setouchi English デイキャンプの実施

授業において、ＡＬＴを学校に派遣することで、児童生徒は、外国語に対し興味や関心を高めることができ
る。
また、夏休みに実施する「Setouchi English デイキャンプ」の講師として、児童への外国語活動を充実させ
る。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

6

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋小学校プール循環ろ過機取替修繕

【経費内訳】

10 2 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 修繕料 13,607

一般財源 13,607

計 13,607 計 13,607

【評価】

ー４７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 老朽化したプール循環ろ過機を取り替えることで、安心安全なプール授業の実現に寄与

具体的な
施策内容

プール循環ろ過機の取替

古びた古仁屋小学校プール循環ろ過機を新しく取り替えることにより、より安心で安全なプール授業の
運営に寄与できる。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

1

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 嘉鉄小・古仁屋小・古仁屋中教員住宅解体工事

【経費内訳】

10
2
3

1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 教員住宅解体(嘉鉄小) 2,651

14 教員住宅解体(古小) 2,401

14 教員住宅解体(古中) 2,665

一般財源 7,717

計 7,717 計 7,717

【評価】

ー４８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 老朽化により住居不可となった教員住宅の解体

具体的な
施策内容

嘉鉄小学校教員住宅、古仁屋小学校教員住宅、古仁屋中学校教員住宅、計3棟の解体工事

経年劣化により住居として利用することができなくなった教員住宅について、適切な方法で解体工事
を行うことができた。
新築については、令和5年度に阿木名小学校教員住宅の建築を予定している。



款 項 目 1 款 項 目 4

細
節

1

課名 教委総務課 係名 給食センター係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 給食センター建替事業

【経費内訳】

10 6 4 事業
（単位：千円）

14 2 7 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費 459,390 1 学校施設環境改善交付金 38,505

起債事業 420,800

（一般財源） 85

計 459,390 計 459,390

【評価】

ー４９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
当施設は，昭和54年に学校給食センターとして開設され本年度42年が経過し，施設本体及び機
械設備が著しく老朽化し，衛生面等に配慮し児童生徒が安全で安心できる給食の提供するため
に早急な整備を目的とする。

具体的な
施策内容

本年度は，給食センター工事請負契約締結し，令和3年度7月に工事着手し，令和4年8月1日竣工
し，令和4年9月供用開始予定である。

本事業の実施により「学校給食衛生間基準」・「大量調理施設衛生管理マニュアル」に基準を満たしたＨ
ＡＣＣＰの概念を遵守した施設となり児童生徒が安全で安心できる給食の提供が図られる。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 教委総務課 係名 附属幼稚園

会計区分 一般会計 会計名

事業名 教育振興

【経費内訳】

10 4 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 15

一般財源 15

計 15 計 15

【評価】

ー５０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 教育文化の継承活動

具体的な
施策内容

月に2回程度，島唄の講師を招いて，島唄の勉強を行い，発表会で披露する。

令和2年度より実施し，2回目を迎える。子ども達に郷土文化を伝承するために役割を果たしている。



款 項 目 款 項 目 1

細
節

64

8

17

20

22

2

2

課名 教委総務課 係名 附属幼稚園

会計区分 一般会計 会計名

事業名 預かり保育

【経費内訳】

10 4 1 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計任用職員報酬 2,260 26 預かり保育料 709

3 期末手当 187

4 社会保険料 206

4 雇用保険料 35

4 労災保険料 15

8 費用弁償 3

10 消耗品費 775 一般財源 2,772

計 3,481 計 3,481

【評価】

ー５１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 職員を確保することにより安心安全な保育

具体的な
施策内容

預かり保育の職員の確保

預かり保育の職員の確保については，募集を実施しても確保ができなかったが，その代わり教育支援
員，幼稚園教諭の応援を得て安心安全な保育を実施した。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 放課後子ども教室

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

15 2 7 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 放課後子ども教室 2,203 2 かごしま地域塾推進事業補助金 573

(一般財源） 1,450

計 2,203 計 2,023

【評価】

ー５２－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
安全・安心な子どもの活動拠点（居場所）を設け、地域の方々の参画を得て子ども達と共に勉強
やスポーツ・文化活動、地域住民との交流活動等の取り組みを推進する。

具体的な
施策内容

古仁屋小学校区・阿木名小学校区・嘉鉄小学校区の全児童生徒（各校区）
令和３年度登録児童数・古仁屋教室41人・阿木名教室10人・嘉鉄教室10人
令和３年度参加述べ人数及び開校日数
・古仁屋教室（1952人/195日）・阿木名教室（521人/162日）・嘉鉄教室（603人/79日）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 地域の協力してくださる推進員やサポーターの方々のおかげで、子どもたちの取り組める内容も広がり活性化
しているが、更に協力者の増が必要である。



款 項 目 1 款 項 目 3

細
節

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 留学児童生徒扶助

【経費内訳】

10
2
3

2 事業
（単位：千円）

15 2 7 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

19 025_留学児童生徒扶助 12,930 3 （奄振)留学支援事業費補助金 7,825

19 026_住宅扶助 362

一般財源 5,467

計 13,292 計 13,292

【評価】

ー５３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町の学校教育の振興と充実に期するため，町外に住む家族等が町内小学校（古仁屋小，阿木
名小除く）へ転入し，自然豊かな南国の島で地域の人々との触れ合いを通して子ども達の豊かな
人間性を育み，学校及び地域の活性化を図る。

具体的な
施策内容

●にほんの里・加計呂麻留学制度
　転入学する児童・生徒に1人当たり30,000円を中学校卒業月まで支給する。留学認定月から1年
間は，家賃の1/2（上限11,000円）を助成する。
●与路小・中学校留学里親制度
　　転入する児童・生徒1人当たり月50,000円を1年間助成する。（継続可）

●令和２年度，留学生40人（加計呂麻留学：小学生25人，中学生11人，与路留学生：小学生3人，中学生１
人）令和3年度，留学生３６人（加計呂麻留学：小学生１８人，中学生１５人，与路留学生：小学生３人）と若
干児童生徒数は減少している。問合せ等はあるが，留学には至っていない。理由としては，住居がないた
めである。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

3

6

2

3

1

1

1

課名 教委総務課 係名 学校教育係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 スクールバス運営費

【経費内訳】

10 3 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 981 一般財源 4,352

10 修繕料 300

11 手数料 13

11 役務費 17

12 委託料 3,000

13 使用料及び賃借料 28

26 公課費 13

計 4,352 計 4,352

【評価】

ー５４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
加計呂麻島の西方地区の児童生徒の通学の便益と安全を図り、学校教育の円滑な推進に資するた
め、スクールバスを運行する。

具体的な
施策内容

・登下校の通学時の利用
・水泳学習や集合学習等の学校行事の際に利用する。

スクールバスの運行により、児童生徒の通学時の安全確保や保護者の負担軽減につながる。
また、水泳学習や学校行事の際に利用し、教育活動の充実につながる。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

2

1

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業

【経費内訳】

10 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 22 一般財源 3,838

18 補助金 936 奄振交付金 11,591

19 扶助費 14,471

計 15,429 計 15,429

【評価】

ー５５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
古仁屋高校生徒が、3年間安心して授業や部活動に取り組めるよう学生への通学費や各種検定
試験受験助成のほかスポーツ・文化活動や修学旅行、地域活動に対し積極的な助成行うことが
目的である。

具体的な施
策内容

部活動活性化補助金　500,000円（教委総務課支出）
通学費等補助金　388,980円（教委総務課支出）
修学旅行補助金　740,000円（企画課支出）
各種検定試験等受検助成金補助金　572,265円（教委総務課支出）
ふるさと留学助成金　14,470,400円（企画課支出）
古仁屋高等学校地域応援団補助金　196,350円（企画課支出）
古仁屋高等学校入学祝金　1,250,000円（町民生活課支出）　　計18,117,995円

前年度に比べ約3,000千円支出増となっている。これは、地域みらい留学生の増によるものであり、今年度ですべ
ての学年が揃い学生寮に22名、下宿や一家転住を合わせ25名となった。ただ、地元中学生の入学については、依
然として進学率が50％を切っていることから、今後の課題の一つでもある。町から多くの補助金支援がなされてい
ることを再度、各中学校へPRする必要がある。

令和４年度以降は、新たに国公立大学に合格し、入学された生徒について「給付型奨学金」制度を設立し、古仁
屋高校生が安心して学業に専念できる環境づくりの一助となるものと思われる。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

8

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業

【経費内訳】

10 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 講師謝金 90 一般財源 90

計 90 計 90

【評価】

ー５６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

日本において、各学校でプログラミング事業を必須化しようとしている。その先駆けとして、県内で
も普通科としていち早く取り組むことで、日本だけでなく世界で活躍できる人材を瀬戸内町から
育成していき、古仁屋高校の活性化及び生徒の確保、そして町の活性化につなげていく目的で
ある。

具体的な施
策内容

古仁屋高校のカリキュラムとして「総合的な探求の時間」があり、1年生をターゲットに3学
期に計6～8時間程度、導入から基礎知識を外部講師（奄美情報処理専門学校の講師）
を招聘し指導していただく

昨年度に引き続き、高校の授業（総合的な探求の時間）を活用した取り組みに実施。今年度は
新型コロナ感染に伴い実施できない日もあったが、奄美情報処理専門学校の協力のもと、補助員
を付け実施した。
来年度も同じような取り組みを実施する予定であるが、1人でも多くの生徒が満足な授業になるように、
講師と協議していくこととする。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

　

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業（男子寮）

【経費内訳】

10 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 9,619 一般財源 20,443

11 役務費 94

12 委託料 10,317

13 使用料及び賃借料 40

17 備品購入費 318

18 負担金、補助金及び交付金 55

計 20,443 計 20,443

【評価】

ー５７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

「地域みらい留学生等」が安全・安心に居住でき、３年間古仁屋高校に通う同志と共に瀬戸内町
を知り、地域を知り、仕事を知り、その中でコミュニケーション能力を学び、さらに留学生にとって瀬
戸内町が第２の故郷として選択肢の中に生まれることを最終的目標とし、学びの場の拠点として
運営することを目的とする。

具体的な施
策内容

・寮生が安全に居住できる環境づくり、寮生が安心して食事が食べられる環境づくりのために夜
のコーディネーターとして寮監を配置し、１日２回（朝・夜）の食事を業務委託することで、安定的な
運営を行っている。

３年生５名、２年生４名、１年生３名と全学年が揃った初の運営となった。２部屋空室があるものの充実し
た寮生活となった。３年生は、第１期生として卒業となり、全員大学進学希望として卒業。中には海外の
大学に進学する者もいた。
次年度の受入れ人数は５名とし、１年生のみ２名１部屋体制で運営。今後も毎年５～６名ずつを受け入
れ募集することとした。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

　

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 古仁屋高校振興対策事業（女子寮）

【経費内訳】

10 1 5 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 1,025 一般財源 5,260

11 役務費 83

12 委託料 3,567

13 使用料及び賃借料 14

17 備品購入費 571

18 負担金、補助金及び交付金 0

計 5,260 計 5,260

【評価】

ー５８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

「地域みらい留学生等」が安全・安心に居住でき、３年間古仁屋高校に通う同志と共に瀬戸内町
を知り、地域を知り、仕事を知り、その中でコミュニケーション能力を学び、さらに留学生にとって瀬
戸内町が第２の故郷として選択肢の中に生まれることを最終的目標とし、学びの場の拠点として
運営することを目的とする。

具体的な施
策内容

・寮生が安全に居住できる環境づくり、寮生が安心して食事が食べられる環境づくりのために夜
のコーディネーターとして寮監を配置し安定的な運営を行っている。

３年生２名、２年生５名、１年生３名と全学年が揃った初の運営となった。全部屋満室となり充実した寮生活となっ
た。３年生は、第１期生として卒業となり、国公立大学合格者もいた。次
年度の受入れ人数は４名とし、１年生のみ２名１部屋体制で運営。今後も毎年４名ずつ受け入れを募集すること
とした。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域おこし協力隊事業（高校コーディネーター）

【経費内訳】

10 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 074_地域おこし協力隊報償費 7,260 特別交付税 7,260

10 旅費 349 一般財源 2,400

11 需用費 252

13 役務費 274

13 使用料及び賃借料（家屋借上料除く） 1,492

14 備品購入費 0

26 公課費 33

計 9,660 計 9,660

【評価】

ー５９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

古仁屋高等学校の活性化に向け、高校の魅力発信、地域みらい留学制度のPR活動及び地元企
業での生徒の体験学習など企画・実施する。また、寮生が寮生活から自主性及び協調性をつけ
るためのサポートを行いながら、地元の高校生や地域の方々との関わり合いによるコミュニケー
ション能力を向上させるための活動も行う。

具体的な
施策内容

・古仁屋高校支援担当（古仁屋高校振興コーディネーター、支援コーディネーター） 
・生徒募集活動
・広報活動
・イベントの企画立案や資料作成
・古仁屋高校生徒寮の管理運営に関する事務など 

ＨＰの立ち上げや古仁屋高校活性化に伴う新事業の考案のため、令和３年５月より「支援コーディネーター」を新
たに１名配置した。
２名配置している「振興コーディネーター」と連携し、生徒と共に活動をしてもらい、更なる活性化を期待していた
ところであったが、体調不良に伴い、令和４年３月中旬で退任することとなった。

令和４年度においては、地域おこし協力隊として配置していた２名の「振興コーディネーター」が、古仁屋高校の
活性化を図るための会社を新規で立ち上げたため、当会社に業務委託し、連携強化の上、更なる発展に向け
取り組んでいく。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 社会教育課 係名 きゅら島交流館

会計区分 一般会計 会計名

事業名 第１６回子ども島口・伝統芸能大会

【経費内訳】

10 5 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 報償費 100 （一般財源） 225

8 旅費 37

13 使用料及び賃借料 88

計 225 計 225

【評価】

－６０－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
子ども達が，この大会に参加することによって，現在，失われつつある島口を普及し，島口を身近
に感じる機会を設けることで，地域の人々との触れ合いや島の文化・伝統を学ぶことによって郷
土に対する関心や誇りを醸成する事を目的に開催する。

具体的な
施策内容

町内の児童生徒が，島口劇や地域に伝わる伝統芸能（三味線，島唄，八月踊り，太鼓）などの発
表を行い、参加賞として図書券を贈呈する。
（参加対象）
　・町内の小中学校児童・生徒　13校　124名
　・学校職員、地域子ども会、地域の伝統芸能伝承者
（会場）瀬戸内町きゅら島交流館１階大ホール
（発表内容）
　島口劇，島唄・三味線　　　
　伝統芸能（豊年踊り，太鼓，棒踊り，八月踊り）　
〇島唄・三味線部門（町長賞）　古仁屋中学校
〇伝統芸能部門（教育長賞）　油井小中学校
〇島口部門（ライオンズクラブ賞）　諸鈍小中学校

町内の小・中学校13校から124名の児童生徒及び関係者が参加した。
地域の伝統文化を継承されている方々や高齢者の方々などの協力により伝統文化の継承活動として
継続すべき取り組みであり，さらなる発展に努めたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 子どもサミット

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料 31 (一般財源） 31

計 31 計 31

【評価】

－６１－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町の未来を拓き，豊かに生きる人間を育むために，子どもの視点で考え，語り合い，発表
することで，今後の地域を導くことのできるリーダーを育成する。

具体的な
施策内容

対象：町内各小中学校代表（少5年以上・小中単独校は各１人、小中併設校１人）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
日時：令和3年１２月１８日（土）10：00～11：30
開催場所：きゅら島交流館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
議題：「子ども達が考える瀬戸内SDGs」
参加者：町内12校のうち１１校１１名が参加
提言書：①人と動植物が共存できる瀬戸内町②自然分解されないプラスチックゴミを中学生が
中心に拾う。③イベント（ゴミ拾いできる）　を開催④若い人が増える家や仕事を増やす。
⑤動植物を守るため規制をきびしくする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今回が初開催となった子どもサミットが、町内１１校から１１名が集まり，目指したい町の姿について意見交
換をした。ゴミ拾いイベントの実施や移住促進ＰＲ動画の作成，インターネット環境の整備等，さまざまな
アイデアが出されました。サミットで決定した提言書を町当局へ提出し，１つでも子ども達の意見書を実
現させたい。（町長へ提言書提出済み）



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 家庭教育研修会

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

－６２－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
家庭教育・しつけにかかわる講話や人権教育に対する知識と理解を深めることで、家庭における
教育機会の充実を図る。

具体的な
施策内容

（日程等）令和3年6月6日（日）オンライン開催　瀬戸内町きゅら島交流館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（参加数）計58人　午前・午後の2講座（コロナ感染対策の為，定員40人ずつで募集）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（内容）かごしま県民大学中央センターによる「生涯学習県民大学講座」を活用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・講座Ⅰ　子どもはのびのびと育てよう～アドラーに学ぶ～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・講座Ⅱ　「子どもの「こころ」と「からだ」のサイン～コロナ禍におけるストレス対処法～」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かごしま県民大学中央センターの「生涯学習県民大学講座」を活用する事により,講師等経費は無し。
コロナ禍での,子ども達との関わり方など,家庭教育やしつけ・人権問題について知識を深める良い機会となった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
なお,新型コロナウイルス感染症予防及び拡大防止の観点により,急遽オンライン開催とし,出席者も制限するなど,
安心して参加できる環境を整える。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

82

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 就学前の子どもをもつ保護者に子育て学習講座を実施

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 各種講座託児謝金 24 （一般財源） 24

計 24 計 24

【評価】

－６３－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

小学校入学前のこどもを持つ全ての親が参加する就学時健康診断の機会を利用して、子供た
ちに「生きる力」の基礎的な資質や能力(あいさつ等の基本的生活習慣・生活能力。豊かな情操、
他人に対する思いやり、善悪の判断、社会的マナー、自制心や自立心など)を育むための家庭教
育の在り方について考える機会を提供することにより、家庭の教育力再生を図る。

具体的な
施策内容

（対象）令和4年度小学校に入学される児童の保護者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（日程）令和3年10月27日（水）　古仁屋小学校北校舎１Fオープンスペース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（講師）瀬戸内町教育委員会　指導主事　川原園　達司先生　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（演題）「今, 学校は, これから子どもたちは」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（内容）どんな学習をしているのか，保護者としての心構え，人権教育の問題等について
（参加者）就学時健康診断77名の保護者のうち72名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者が，講演を通して，入学前に学校の様子やコロナ禍での基本的な考え方などを図る良い機会となった。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

60

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 奄美大島5市町村合同イン・リーダー研修会

【経費内訳】

15 1 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 研修会参加費 0 (一般財源) 0

計 0 計 0

【評価】

－６４－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
講義や体験活動を通して，子供会活動の中で必要とされるリーダーシップや，危機回避能力を
身につける。また，さまざまな地区の異年齢の仲間と活動を共有することで，子ども会の楽しさや
喜びを感じながら，社会の一員として必要な知識，技能及び態度を学ぶ。

具体的な
施策内容

（日程等）令和3年8月10日(火)～12日(木)　県立奄美少年自然の家　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（対象）単位子ども会に属する小学校5年生～中学3年生までの児童生徒
（参加費）5000円　・瀬戸内町が町内児童生徒の参加費は全額補助
　2泊3日の日程で，危険予知トレーニング研修，炊き出し体験，テント組み立て方等の実技等の
研修，創作活動（折り染めうちわ作り），いかだ活動（雨天時は，二ユースポーツ体験）

新型コロナウィルス感染症拡大防止措置のため中止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



款 項 目 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町子ども会活性化プロジェクト　～田植え体験in勝浦～

【経費内訳】

10 5 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 200 　 (一般財源） 200

※町子ども会育成連絡協議会補助金の1事業
として実施 235,526円

・町補助金戻入 300,000円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・4年度へ繰越 221,570円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計 200 計 200

【評価】

－６５－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
田植え体験により，異年齢の子ども達との交流や親子での貴重な体験を通し，故郷の自然を知る
機会を提供する。

具体的な
施策内容

令和3年度から開始事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
①5月2日（日）田植え作業　（参加者）42家族106人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
②6月26日（土）草抜き作業・プチかかり作り　（参加者）16家族47人参加　　　　　　　　　　　　　　　　　
③8月15日（日）稲刈り作業　（参加者）14家族40人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④12月25日（土）子どももちつき大会　（参加者）子どものみ16人（きゅら島交流館と合同開催）

初年度としてプロジェクトを実施
異年齢の子ども達との交流や親子での貴重な体験を通して,故郷の自然を知る良い機会となった。ま
た,12月25日のもちつき大会に勝浦で育てたもち米を提供し食する事で,田植えから稲刈りまですべての
作業を体験することが出来た。
今後の課題としては,島内で脱穀が出来る精米所も少ない上に,今後故障等があった場合修理対応が
難しいとのこと。　



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 図書館

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ブックスタート事業

【経費内訳】

10 5 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 112 (一般財源） 112

計 112 計 112

【評価】

－６６－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
地域社会全体で子どもの健全な育成と子育て支援のために、赤ちゃんと保護者に絵本を贈り、そ
の楽しさを伝える。

具体的な
施策内容

▶乳幼児の７カ月検診時に、一人一人の赤ちゃんに読み聞かせをして絵本を手渡す。
▶年６回、ブックスタート事業の赤ちゃんを対象とした「小さい子のおはなし会」を開催する。

　年８回，乳幼児7カ月検診時に絵本を手渡すことができた。
　「小さい子のおはなし会」を年６回計画していたがコロナで2回中止となった。実施できた４回のおはな
し会には３９名の親子の参加があり，赤ちゃんとできる手遊び歌や読み聞かせをすることで，おはなし会
の後に絵本を借りたりしていた。今後も多くの親子がおはなし会へ参加してもらえるように広報を工夫し
ていきたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 社会教育課 係名 図書館

会計区分 一般会計 会計名

事業名 セカンドブック事業

【経費内訳】

10 5 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 74 （一般財源） 74

計 74 計 74

【評価】

－６７－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
３歳からは行動や語彙が広がり、少し長めの話でも耳を傾けられるようになるため、「読み聞かせの
黄金期」といわれる。その３歳児を対象に絵本をプレゼントすることで、幼い頃から絵本に接する機
会を多く作り、絵本を通して家族の絆を深め、心豊かな時間を持たせる。

具体的な
施策内容

・３歳児検診の時に絵本を１冊プレゼント。
・年６回、「セカンドブックのおはなし会」を開催する。

　３歳児検診で直接絵本を手渡した。コロナの影響で検診時の配布ができなかった事もあるが，引換
券を持って「セカンドブック」をもらいに来る保護者もいるので，この取組が浸透してると思われる。
「セカンドブックのお話し会」は年６回計画し，５回実施した。令和２年度からチラシを作成し幼稚園・保育所
（園）へ配布しているが，今後も広報を工夫して参加者を増やしていきたい。



款 項 目 1 款 項 目 3

細
節

課名 社会教育課 係名 生涯学習

会計区分 一般会計 会計名

事業名 埋蔵文化財調査費

【経費内訳】

10 5 4 事業
（単位：千円）

14 2 7 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

１・３ 報酬・手当 3,483 1 文化財保護事業補助金（国庫補助分） 2,314

４ 共済費 438 1 文化財保護事業補助金（県補助分） 185

７ 報償費 250

８ 旅費 1,573 （一般財源） 7,170

１０・１１ 需用費・役務費 2,320

１２ 委託料 1,500

１３ 使用料及び賃借料 105

計 9,669 計 9,669

【評価】

－６８－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本事業は、瀬戸内町内の埋蔵文化財を把握し保護することを目的とする。
また、確認された遺跡は、開発事業との円滑な調整を行うのみでなく、郷土教育や各種事業等に
も活用し、地域の活性化を図る資源として活かすことも目的としている。

具体的な
施策内容

本事業では、瀬戸内町内の埋蔵文化財の分布や内容を把握し、遺跡の保護・活用及び開発事
業との調整を行っている。また、近代遺跡（戦争遺跡等）については、国庫補助事業を活用して調
査を実施しており、関係機関と連携・協力し、情報の共有化を図りながら、より良い調査・保存・活
用方法の検討に努めている。令和３年度は、これまでの調査成果の整理を行い、遺跡調査報告
書を刊行した。

　令和３年度は，これまでの調査で得られた成果や文献史料の整理を行い，近代遺跡（戦争に関する
遺跡）の遺跡調査報告書を600部（補助事業500部、増刷100部）作成した。補助事業費で作成した報
告書については，群島内の高校や図書館、全国の研究機関等に配布を行った。
令和３年度の施策の目的は，概ね達成することができた。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

79

98

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 プレ・ゴールデンエイジ

【経費内訳】

10 6 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 外部講師謝金 50 （一般財源） 61

7 プレ・ゴールデンエイジ報償費 11

計 61 計 61

【評価】

－６９－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

プレ・ゴールデンエイジとは脳や神経系が最も発達しやすい4歳～8歳頃の年代を指し、運動能力を
身に付けるのに最適といわれるゴールデンエイジ（9歳～12歳頃）の前段階である。プレ・ゴールデン
エイジの時期に多種多様な動きを体験し、楽しみながら身体を動かすことが、その後の運動能力の
向上に大きく影響を与えると言われているため、本事業は、4歳～6歳（未就学児）の子ども達に注
目し楽しく安全に遊びながら、運動能力の発達を後押しすることを目的としている。

具体的な
施策内容

【事業の内容】
令和3年度　5月～3月　年10回（内 3回　新型コロナウイルスの影響で中止）    

5/25　    開講式・基本動作・トランポリン　　　  清水体育館　　　 　 　11名
6/17　    ボール遊び　　　　　　　　　　　 清水体育館　　　 　 　31名
8/3・8/4　 親子で水遊び(プール)　　　       古仁屋中学校プール   7名・11名
9/24　    基本動作・マット運動等　　　　　   清水体育館　　　　　　29名
10/21　    かけっこ遊び　　　　　　　　     清水体育館　　　　　　22名
11/25　    相撲遊び　　　　　　　　　　　　清水体育館　　　　　　25名
計　7回　実施/136人参加

令和３年度は、年１０回の開催計画の中で、新型コロナウイルスの影響で３回が中止となった。開催した７回
の延べ人数は１３６人で，活動時は子どもたちも楽しみながら挑戦する姿がみられた。今後も，子ども達が
安全に楽しく活動しながら，運動能力を後押しできるよう，内容等を工夫しながら継続していきたい事業で
ある。



款 項 目 1 款 項 目 4

細
節

1

課名 社会教育課 係名 生涯学習係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 清水公園施設整備

【経費内訳】

8 5 30 事業
（単位：千円）

14 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費 22,550 1
公園施設長寿命化対策支
援事業費補助金

11,275

（一般財源） 11,275

計 22,550 計 22,550

【評価】

ー７０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
清水公園施設の老朽化が著しく進行しており，快適で安全・安心してスポーツを親しむ環境が十
分整っていない状況となっていることから各施設の修繕更新などのリニューアルを行い，施設の利
用促進や健康増進等に繋げることを目的とする。

具体的な
施策内容

清水体育館屋根改修工事　屋根改修面積　2,225㎡

雨漏りの改善を目的に屋根部分（2,225㎡）を改修した。
令和3年度内に工事完了には至らず，4年度へ繰越している。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地域提案型事業補助金（空き家利活用）

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 4,776 Ｒ３地方創生臨時交付金 4,776

計 4,776 計 4,776

【評価】

ー７１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
集落の維持継続や地域の活性化を図るため、集落が運営する定住促進のための住宅整備の経
費に対する助成を実施する。アフターコロナにおける生活スタイルの変容に対応するため、二地域
居住やワーケーションでの宿泊施設としても対応できる施設とする。

具体的な
施策内容

交付金１件あたり１，３００千円を上限に，総経費の８/１０以内の額を補助。
空き家の改修や民泊等施設への改修費用を助成。

令和３年度補助地域　４地区（４件）

これまでの実績として合計１２件（薩川集落 ３件・西阿室集落 ２件・瀬武集落 ２件・池地集落・須手集
落・西古見集落・篠川集落・網野子集落）の空き家を改修し、その全ての住宅で現在入居している。事業
活用集落において十分地域活性化に資する事業となっており、今後も継続して空き家対策の展開を拡
充し集落の活性化に繋げていきたい。



款 項 目 1 款 項 目 3

細
節

2

1

1

課名 建設課 係名 都市整備係

会計区分 一般会計 会計名 社会資本整備総合交付金

事業名 公営住宅等ストック総合改善事業

【経費内訳】

8 6 2 事業
（単位：千円）

14 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 197 3 （社会資本整備交付金）
公営住宅ストック改善交付金 12,527

12 委託費 2,242

14 工事請負費 30,234 （一般財源） 20,146

計 32,673 計 32,673

【評価】

ー７２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
既存の公営住宅については「瀬戸内町公営住宅等長寿命化計画」に基づいて，長寿命化のため
の中期的な維持管理計画を実践し，建物の劣化を防ぐとともに予防安全の観点から日常的な保
全点検や計画修繕等の個別改善事業を実施し，公営住宅の整備を推進します。

具体的な
施策内容

高丘団地中耐４階住宅、瀬久井原団地G・H棟屋上防水改修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
建設年度：
・高丘団地中耐４階住宅　昭和47年　鉄筋コンクリート造４階建て(24戸)　
・瀬久井原団地G棟　昭和53年　鉄筋コンクリート造5階建て(40戸)
・瀬久井原団地H棟　昭和54年　鉄筋コンクリート造5階建て(40戸)
改修内容：　　　　　　　　　　　　　　
・屋上既存防水層を撤去し，下地を補修の上，遮熱塗膜防水を施工する。

予防保全的な維持管理及び耐久性の向上等を図る改善を実施することにより,町営住宅の長寿命化
を図ることができました。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町老朽危険空き家等除去促進事業

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 老朽危険家屋撤去費補助金 1,000 一般財源 1,000

計 1,000 計 1,000

【評価】

ー７３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町内の老朽危険空き屋等の管理の適正化を図るため、防犯・防災上周囲に対して危険性の高い
空き家等の除去を促進し、倒壊等の事故、犯罪及び火災を未然に防止し、集落の生活環境の保
全及び安心・安全なまちづくりを推進する。

具体的な
施策内容

【補助額】
●古仁屋市街地（上限１，０００千円）
瀬戸内町都市計画図で示す古仁屋市街地の商業地域及び近隣商業地域内にある建築物及び
その他の地域にある非木造建築物。

●古仁屋市街地以外（上限５００千円）
瀬戸内町都市計画図で示す古仁屋市街地の商業地域及び近隣商業地域外にある木造建築
物。

【令和３年度実績】　交付決定件数：２件（芝２件）

集落区長や住民等からの情報提供により現地調査を行い、空き家所有者等への通知を行っているが、所有者不
明の物件、相続者が相続放棄されている物件、建物と土地の名義が違う場合の処理及び対応について課題と
なっている。
また、現地調査時に専門的知識等も必要なことから業務遂行に関して建設課との協議が必要である。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 合併処理浄化槽設置事業

【経費内訳】

4 1 10 事業
（単位：千円）

14　15 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金・補助及び交付金 11,772 1 国庫支出金 6,124

1 県支出金 1,980

一般財源 3,668

計 11,772 計 11,772

【評価】

ー７４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町は、生活排水対策として合併処理浄化槽設置を促進しており、海や川などの公共用水域の
水質浄化・保全を行うものである。

具体的な
施策内容

〇合併処理浄化槽設置事業　　①計17基　5,972千円
   　【内訳】（５人槽）13基　4,316千円　　  （７人槽）4基　1,656千円

〇単独撤去費　　②5基　450千円

〇汲み取り便槽撤去費　　③11基　3,850千円

〇宅内配管費　　④5基　1,500千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　事業費総計（①+②+③+④）　　11,772千円

●令和2年度と令和3年度を比較して汚水処理普及率が1.03％向上した。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 【コミニティプラント等の整備】浄化槽整備効率化事業（生活排水処理施設整備基本計画業務）

【経費内訳】

4 1 10 事業
（単位：千円）

14 2 3 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 4,900 1 国庫支出金 2,450

一般財源 2,450

計 4,900 計 4,900

【評価】

ー７５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町では、これまで阿木名集落を除く地域に浄化槽の整備事業、阿木名集落に農業集落排水施
設の整備事業を行ってきました。しかし、人口が集中している市街地においては生活排水処理対
策が十分に行われておらず、未処理の生活雑排水により排水路や河川の水質汚濁が生じており、
その流出先となる海域の景観にも大きく影響を与えている状況にある。そこで、本町では、これま
での生活排水処理基本計画を見直して生活排水処理施設を整備するための検討を行う。

具体的な
施策内容

令和3年度生活排水処理施設整備基本計画策定業務　　4,900千円

古仁屋市街地における生活排水処理施設の具体的な整備手法や整備年度などを定めた施設整備計
画の策定を行った。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

3

1

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 (仮)奄美大島駐屯地等周辺し尿処理施設設置助成事業

【経費内訳】

4 2 30 事業
（単位：千円）

14　　
21

2　　　
1

31 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 普通旅費 159 1 国庫支出金 524,084

10 消耗品費 74 1 過疎債 590,600

12 委託料 25,178 一般財源 80

14 工事請負費 1,089,353

計 1,114,764 計 1,114,764

【評価】

ー７６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
平成６年度に建設した現在の施設の老朽化と部隊配備に伴い増加するし尿を新しいし尿処理施
設を建設することにより、防衛施設から排出されるし尿等の継続かつ安定的な受け入れを行うと
ともに、地域の衛生環境の向上を図ることで、町民の民生安定に寄与するものである。

具体的な
施策内容

平成３０年度から令和３年度までに補助対象事業費２，２４８，５９４千円（防衛省国庫補助
１，１２４，２９７千円）をかけ１日２３ｋｌ処理の汚泥再生処理施設を整備する。

平成３０年度から事業を開始し、平成３０年度と令和元年度までは問題なく進めてきましたが、令和２年
度の新型コロナによる緊急事態宣言のため工事が遅れ、令和3年度9月末までの工期延長となり歳入
歳出予算のほぼ全てを繰越となりました。令和3年９月末に完成し、稼働いたしました。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

10

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 特別会計 会計名 農業集落排水事業特別会計

事業名 農業集落排水処理施設　

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

2
6

1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 機能強化事業（設計・積算）業務委託 968 1 機能強化事業費交付金 18,000

14 工事請負費 29,032 1 機能強化事業設備工事 5,085

（一般財源） 6,915

計 30,000 計 30,000

【評価】

ー７７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 処理施設の機能維持及び改善を図る。

具体的な
施策内容

補助金は 国６０％ 、 県１６．９５％ 、 町２３．０５％
ポンプ類や自動微細目スクリーン等を更新して施設の老朽化を改善した。

令和２年より事業実施している。
財源は国６０％、町４０％が標準である。
令和３年度はスクリーンユニット、令和４年度に制御盤等の更新を行い、処理施設の老朽化を改善す
る。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 　瀬戸内町地域公共交通会議

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー７８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
道路運送法（昭和26年法律第183号）の規定に基づき、地域における需要に応じた住民
の生活に必要なバス等の旅客運送の確保、その他旅客の利便の増進を図り、地域の実
情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項を協議を行う。

具体的な
施策内容

 １．地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃・料金等に関する事項
 ２．交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項

各バス会社、住民ともに改善に向けた案件等が提出されなかっため、令和３年度は未開催である。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 商工交通課 係名 商工交通課係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 　廃止路線代替バス運行費補助事業

【経費内訳】

7 1 1 事業
（単位：千円）

15 2 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助金及び交付金 68,735 1 バス運行費補助金 10,367

（一般財源） 58,368

計 68,735 計 68,735

【評価】

ー７９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的  バス運行事業者へ補助することにより，地域住民の日常生活に必要な交通手段の確保を図る。

具体的な
施策内容

地域住民の日常生活に必要な交通手段の確保を図るため，廃止路線代替バス等の公共交通
の運行に要する費用について予算の定めるところにより，補助対象事業者に対し予算の範囲内
において補助金を交付するもの。

本島側（補助事業者：南部交通）補助額 27,989千円、加計呂麻側（補助事業者：加計呂麻バス）補助額 40,746
千円を支出することにより、当該路線地区住民の必要不可欠な生活路線を存続することができた。
また、依然続くコロナ禍により、観光客や帰省者の減少等もあり、バス利用者は前年度比▲8.1となっている。
今後は補助事業者と連携を図り、バス利用の啓発活動に努めたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 商工交通課 係名 商工交通課係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 　「せとなみ」の新造船計画

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー８０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
現在運航している（せとなみ）は、老朽化が進み維持費が増大になっており、また耐用年数から４
年経過しているため、代替え船の建造が必要である。

具体的な
施策内容

今年度は令和４年度の航路改善計画策定に向け、国や県と協議を重ね令和４年度に計画策定
に必要な補助金（国１００％）の交付申請に向け関係機関と調整を図った。

福岡渡船管理事務所視察
福岡渡船管理事務所内において新造船建造までの事務作業等のスケジュールを確認。その後、福岡県内にて
４航路運航している離島の内、“せとなみ”と同じ規模を運航している玄界島（みどり丸）に乗船し、船内の施設及
び船の構造、荷物等の搬入、搬出等の説明などを受けた。
今後は、“せとなみ”の代替え船建造に向け、本町の地域性や実情に沿った計画策定を目指し、進捗を図っていく。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（池地地区飲用水施設整備）

【経費内訳】

2 1 3 事業
（単位：千円）

3 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 給水管切替布設整備 21,760 飲用水施設整備事業費補助金 17,408

請島地区簡易水道事業債 4,300

（一般財源） 52

計 21,760 計 21,760

【評価】

ー８１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
池地地区配水管については令和元年度から令和5年度継続事業に於いて国庫補助事業により
更新を行っているが、今回配水管の一部が更新されたため、旧配水管より新管への給水管の切
替えを行う。

具体的な
施策内容

給水管切替　67箇所

事業の実施により、新管からの給水が可能となり、漏水等による施設の負担が軽減され有水収益も正
常化された。
引き続き施設・水質等の管理を徹底する。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

3

2

1

4

1

9

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 請阿室地区簡易水道整備事業

【経費内訳】

2 1 1 事業
（単位：千円）

2
7

1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 790 1 請島地区簡易水道事業費補助金 50,800

4 社会保険料 74 1 請島地区簡易水道事業債 50,800

8 普通旅費 128

10 消耗品費 60

12 簡易水道事業実施設計委託料 4,730

13 車両船舶借上料 148

14 請島簡易水道工事請負費 95,670

計 101,600 計 101,600

【評価】

ー８２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
池地浄水場を基幹浄水場とし、請阿室地区の配水池へ連絡管を整備することによって、請阿室地
区の水源枯渇問題を解決し、遠隔監視システムを整備することにより施設の有機的一体化と事業
経営及び管理の一元化を図る。

具体的な
施策内容

取水堰改良　一式
送水ポンプ室築造　一式
電気計装設備　一式
送水管布設　L=555m
配水管布設　L=633m

令和元年度から令和5年度までの5ヵ年計画の事業である。引続き事業を実施し、請島地区に正常な
給水を行い、地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の向上を図る。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

1

1

1

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 諸鈍地区簡易水道整備事業

【経費内訳】

2 1 2 事業
（単位：千円）

2
7

1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 84 1 諸鈍地区簡易水道事業費交付金 25,000

8 普通旅費 56 1 諸鈍地区簡易水道事業債 25,000

12 簡易水道事業実施設計委託料 4,180

13 車両船舶借上料 60

14 諸鈍簡易水道工事請負費 45,620

計 50,000 計 50,000

【評価】

ー８３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
諸鈍地区簡易水道、諸数地区飲料水供給施設を統合し、水質悪化、水源枯渇により水量の確保
が困難な状況が続いている諸数地区の不安を解消し、遠隔監視システムを整備することにより施
設の有機的一体化と事業経営及び管理の一元化を図る。

具体的な
施策内容

取水堰改良　一式
配水池　一池
電気計装設備　一式
送水管布設　L=985m
配水管布設　L=4,884m

令和２年度から令和6年度までの4ヵ年計画の事業である。引続き事業を実施し、諸鈍地区・諸数地区
に正常な給水を行い、地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の向上を図る。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 簡易水道事業特別会計

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（与路地区飲用水施設整備）

【経費内訳】

2 1 3 事業
（単位：千円）

3 1 2 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 管理道路舗装整備 16,918 1 飲用水施設整備事業費補助金 13,534

（一般財源） 3,384

計 16,918 計 16,918

【評価】

ー８４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
与路地区浄水場から水源地（取水口）までの未舗装の管理道路について、豪雨等緊急時の対応
に危険が生じているため、道路舗装を行い安全対策を図る。

具体的な
施策内容

管理道路舗装　L=253m
排水工　L=203m

事業の実施により、施設の管理及び緊急時等迅速な対応が可能となり、地域住民の生活用水に対する
不安の解消が図られた。
引き続き施設・水質等の管理を徹底する。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水道課 係名 施設係

会計区分 特別会計 会計名 水道事業特別会計

事業名 老朽管整備事業

【経費内訳】

1 1 1 事業
（単位：千円）

1 1 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

37 上水道配水管布設替工事 14,850 2 一般財源 14,850

計 14,850 計 14,850

【評価】

ー８５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
老朽化した配水管の更新を年次的に行い有収率の向上、さらに耐震管の採用により安定した給
水に努める。

具体的な
施策内容

配水管布設替え　L=438m

老朽管の更新は急務であり、漏水による断水等は住民生活に直接影響を及ぼす恐れがあるため、年
次的な老朽管の更新を実施し、地域住民の生活用水に対する不安の解消及び住民生活の質の向上
を図る。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水道課 係名 管理係

会計区分 特別会計 会計名 水道事業特別会計

事業名 水道事業ビジョン作成

【経費内訳】

1 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 策定業務委託料 3,630 一般財源 3,630

計 3,630 計 3,630

【評価】

ー８６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町水道事業の持続・安全・強靭の視点から課題を抽出し推進方策を具体的に示すビジョンを策
定するため。

具体的な
施策内容

水道ビジョン作成（令和４年度～令和13年度）

持続的・安定的で快適な水道サービスの提供については、10年、50年、100年先の本町水道事業の理想
像を踏まえたうえで、「持続」「安全」「強靭」の観点から推進方策を具体的に示すために水道事業ビジョ
ンを作成し事業基盤の強化を図る。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 水道課 係名 管理係

会計区分 特別会計 会計名 水道事業特別会計

事業名 水道施設台帳整備

【経費内訳】

1 1 4 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 台帳整備業務委託料 6,600 一般財源 6,600

計 6,600 計 6,600

【評価】

ー８７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
水道法の一部改正により、水道施設台帳の整備が義務化され、今後はシステムを導入し管路・施
設等の適切な管理に努めていかなければならないため。

具体的な
施策内容

水道施設台帳整備

施設の老朽化・強靭化対策について、水道施設台帳をシステム化し、施設の的確な管理に努め、更新
優先順位を設定したうえで計画的な施設更新及び施設統合の実施を図る。



款 項 目 2 款 項 目 14

細
節

1

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 交通安全施設工事

【経費内訳】

2 1 10 事業
（単位：千円）

2 1 10 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 001 交通安全防護柵 1,470 1 交通安全対策特別交付金 861

一般財源 609

計 1,470 計 1,470

【評価】

ー８８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 通学路や生活道路が集中している区域に対して交通事故防止対策を講じる。

具体的な
施策内容

劣化した河川沿いの転落防止柵の整備及び道路区画線工を施工し、通学路等の交通安全対策
を講じた。
・転落防止柵施工（宮前地区）　Ｌ＝42ｍ
・道路区画線工（船津・大湊地区）

本事業により生活道路・通学路における歩行者及び車両通行などの安全が確保された。今後において
も事業を継続し、交通安全対策に努めていきたい。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 防犯灯設置補助事業

【経費内訳】

2 1 11 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 防犯灯設置事業 1,309 一般財源 1,309

計 1,309 計 1,309

【評価】

ー８９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
夜間における犯罪の未然防止と青少年の健全育成等のため、各地区へ防犯灯設置費の一部を
補助する。

具体的な
施策内容

町内２１地区に対し、ＬＥＤ防犯灯設置に係る費用の一部を助成した。
（２１地区　補助額１，３０９，０００円）

本事業により、各地区の犯罪等の未然防止が図られ、住民の安全安心に繋がった。今後も、安全安心の
町づくりのため本事業を推進していく。



款 項 目 5 款 項 目 1

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県単）急傾斜地崩壊対策事業

【経費内訳】

8 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 028 急傾斜地崩壊対策事業費 19,000 1 県単急傾斜地崩壊対策事業補助金 9,500

地方債 9,400

（一般財源） 100

計 19,000 計 19,000

【評価】

ー９０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
大規模な自然災害から町民の生命・財産を守るため，集落山裾の急傾斜地危険個所の
斜面崩壊対策整備を実施し，集落住民の安全安心な住環境に寄与する目的としている。

具体的な
施策内容

・手安地区
㎥　斜面崩壊対策 土工V=350  吹付法枠工A=89㎡ 鉄筋挿入工N=23本 排水工L=21ｍ

・古仁屋地区
　斜面崩壊対策 吹付法枠工A=158㎡　排水工L=11ｍ

人家に隣接している急傾斜地危険個所の斜面崩壊対策を行ったことにより，地域住民の生命，財産の
安定に寄与できた。



※Ｒ２からの繰越事業

款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県単）急傾斜地崩壊対策事業

【経費内訳】

8 3 30 事業
（単位：千円）

15 2 33 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14
028 急傾斜地崩壊対策
事業費

9,000 1
県単急傾斜地崩壊対策事
業補助金

4,500

地方債 4,500

計 9,000 計 9,000

【評価】

ー９１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
大規模な自然災害から町民の生命・財産を守るため，集落山裾の急傾斜地危険個所の
斜面崩壊対策整備を実施し，集落住民の安全安心な住環境に寄与する目的としている。

具体的な
施策内容

・古仁屋地区
㎥　斜面崩壊対策 土工V=650

人家に隣接している急傾斜地危険個所の斜面崩壊対策を行ったことにより，地域住民の生命，財産の安定に寄
与できた。



款 項 目 3 款 項 目

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県営）急傾斜地崩壊対策事業

【経費内訳】

8 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 142 （県営）急傾斜地崩壊対策事業負担金 7,710 （一般財源） 7,710

計 7,710 計 7,710

【評価】

ー９２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
大規模な自然災害から町民の生命・財産を守るため，鹿児島県と連携して土石流防止対策を行
い，安全安心な住環境に寄与する目的としている。

具体的な
施策内容

・急傾斜地対策崩壊対策工事
　篠川４地区，西古見地区，阿木名２・４地区，古仁屋３地区

鹿児島県と連携し傾斜地危険個所の土石流防止対策を行ったことにより，地域住民の生命，財産の安
定に寄与できた。



款 項 目 2 款 項 目

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （県営）海岸事業

【経費内訳】

8 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 141（県営）海岸事業負担金 4,725 （一般財源） 4,725

計 4,725 計 4,725

【評価】

ー９３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
大規模な自然災害から町民の生命・財産を守るため，鹿児島県と連携して海岸高潮対策等
を行い，安全安心な住環境に寄与する目的としている。

具体的な
施策内容

・海岸侵食対策事業（嘉徳海岸）

●鹿児島県と連携し海岸危険個所の対策を行ったことにより，地域住民の生命，財産の安定に寄与できた。



款 項 目 2 款 項 目 3

細
節

1

課名 建設課 係名 森林土木係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 県営県単地山事業

【経費内訳】

6 2 4 事業
（単位：千円）

21 1 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金 4,000 1 （防災対策事業債）県単治山事業 4,000

計 4,000 計 4,000

【評価】

ー９４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
治山事業は、山地に起因する災害から住民の生命・財産を保全し、鹿児島県と連携協力して災害
の防止・軽減を図ることを目的としています。

具体的な
施策内容

県営工事（町の負担金率１０％）
大島郡　瀬戸内町　古仁屋　尻田原　地内
山腹工、コンクリート土留工、水路工、暗渠工、法枠工、吹付工　その他

本工事の施工により、山地災害危険箇所の対策を行ったことにより、人家や国道58号線への被害を防ぐ
ことができた。



※Ｒ２からの繰越事業

款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 防災行政無線戸別受信機整備事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

繰越事業のため経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー９５ー

令和３年度 主要施策の成果に関する調

施策の目的
災害発生時や地域における情報等を住民に迅速かつ確実に伝達するため、戸別受信機を
全世帯へ配備し、情報伝達体制の充実強化を図ることを目的とする。

具体的な
施策内容

Ｒ３（繰越）防災行政無線戸別受信機整備事業にて与路島・請島・加計呂麻島・山郷地
区・東方地区・西方地区の各世帯へ戸別受信機の整備を行う。

今回整備を行う戸別受信機は、各地区単位での放送が可能であることから、地域コミュニ
ティの活性化や地域の安全・安心の向上に繋がることが期待される。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

【評価】

ー９６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
国・県及び関係機関団体，奄美大島関係5市町村等と連携を図り，世界自然遺産登録に
向けた様々な取り組みを行う

具体的な
施策内容

国・県及び関係機関団体，奄美大島関係5市町村等と連携を図り，世界自然遺産登録に
向け下記のとおり実施しました。
〇こども世界自然遺産博士講座の開催　※コロナ感染拡大により中止
〇大人の世界自然遺産講座の開催（1回）
〇町広報誌・ラジオ等による情報発信と普及啓発及び気運の醸成
〇啓発看板（町役場・せとうち海の駅設置）
〇自然保護パトロール及び希少野生動植物夜間パトロール（夏季・春期）
〇外来種パトロール及び駆除・啓発
〇奄美大島5市町村連携による「奄美大島行動計画」の推進
〇盗掘・盗撮防止センサーカメラ設置及びパトロール
〇関係機関と連携した外来種駆除の実施
〇持続可能な自然環境形成事業（外来種分布調査・駆除等）の実施
〇世界自然遺産センター実施設計・運営計画等への参画

2021年7月26日に奄美大島・徳之島は沖縄本島北部・西表島とともに「世界自然遺産」として登録
されました。
世界に誇る宝となった奄美大島の自然を国・県・関係機関及び奄美大島5市町村と連携を図りながら
活性化に向けて取り組み，今後も住民の関心と理解の向上に務め，外来種対策等を継続して実施
し，自然環境を維持していきたい。

計 5,805 計 5,805

18 負担金，補助及び交付金 5,420

4,551

13 使用料及び賃借料 48

12 委託料 150 (一般財源）

1,254

10 需用費 46

7 報償費 141 92 奄美大島自然保護協議会負担金返戻金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 世界自然遺産登録推進

【経費内訳】

2 1 15 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 世界自然遺産せとうち町対策室

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ヤギ被害防除対策事業

【経費内訳】

6 2 7 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 4,200 12
（奄振）ヤギ被害防除対策事
業補助金

2,520

（一般財源） 1,680

計 4,200 計 4,200

【評価】

ー９７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 ノヤギの食害により、海岸線の崩落や土砂流出などの被害が発生しており、被害防止を図る。

具体的な
施策内容

補助金は国５０％、県１０％、町４０％
　ノヤギを150頭駆除し、食害による希少植物の保護や環境保全を図る。

年間１５０頭の駆除を行っているが、県の調査によりノヤギの生息数が奄美大島管内で増加しているこ
とが判明したため、捕獲手段や捕獲頭数の検討を行う。



　

款 項 目 2 款 項 目 3

細
節

68

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 サンゴ礁保全対策事業（奄振）

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 委託料 4,276 5 国庫支出金 2,138

5 県支出金 712

一般財源 1,426

計 4,276 計 4,276

【評価】

ー９８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
多くの生物のより所となるサンゴ礁はサンゴを食害とするオニヒトデの大量発生、や地球温暖化に
より重大な危機に接している。サンゴ礁を保全し、貴重な生き物が生息する生態系を守る。

具体的な
施策内容

オニヒトデ及びシロレイシガイダマシ貝の駆除及びモニタリング調査を実施する。
≪駆除作業≫安脚場海域（27日）、デリキョンマ海域（5日）
≪モニタリング≫安脚場海域、黒崎海域、実区海域、デリキョンマ海域（各２回）

駆除作業では安脚場海域でオニヒトデ駆除数５匹・レイシガイ3,946個、デリキョンマ海域でオニヒトデ駆
除数0匹・レイシガイ732個、合計でオニヒトデ５匹、レイシガイ4,678個を駆除した。モニタリングでは安脚
場海域はサンゴ被度65％となり、前年度より増加した。黒崎海域はサンゴ被度25％となり、前年度より変
化はなかった。実区海域はサンゴ被度65％、前年度より増加した。デリキョンマ海域はサンゴ被度25％、
前年度と比べて被度の変化はなかったがサンゴが若干少なくなっている。



　

款 項 目 1 款 項 目

細
節

62

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 リーフチェック委託料

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 139 一般財源 139

計 139 計 139

【評価】

ー９９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
サンゴ生態系や生息する生物の変化を効率的に把握するため、モニタリング調査を継続的に実
施して海域における環境保護の指針づくりとする。
【サンゴ重点保護海域である安脚場海域の詳細なモニタリング調査を実施】

具体的な
施策内容

今回で21年連続，21回目のリーフチェックを瀬戸内町海を守る会へ委託して実施した。調査地点
は加計呂麻島安脚場沖の約200ｍに広がる礁斜面。水深5ｍと水深10ｍ地点にそれぞれ100ｍの
測線を設定し、測線におけるサンゴの被度や魚類指標種の無脊椎生物の数など指定された項
目について潜水モニタリング調査を行った。

水深5m、水深10mともに新規加入のサンゴは少ない状態が続いているが、大型ミドリイシ群体が生存し
ており、幼生の供給源や観光資源としても重要である。
今後も事業を継続し、サンゴ保全及び突発的な状況変化の把握と調査結果を広報する。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

01

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 カーボンニュートラル推進事業

【経費内訳】

2 1 18 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12
001_瀬戸内町脱炭素基
本計画検討委託料

1,000 （一般財源） 1,000

計 1,000 計 1,000

【評価】

ー１００ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
2050年の脱炭素社会を見据え、取組の一つである再生可能エネルギーの導入に向けた
取組を実施する。

具体的な
施策内容

2050年の地域脱炭素社会を目指すにあたり、基礎的な地域の脱炭素ロードマップに関す
る調査を行う。

今後のゼロカーボンシティ実現に向けた再エネ導入目標を設定し、単に再エネの導入とならないよう、再
エネ導入による地域創生となるような計画を策定する。　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　

▶地域の防犯灯を再生可能エネルギーを活用したソーラーＬED灯の導入　  　　　　　   　　　　　　　　               
▶再エネを導入した新たな観光施設等の整備



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 温室効果ガスの排出量の削減について

【経費内訳】

2 1 20 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 藻場造成委託料 196 一般財源 196

計 196 計 196

【評価】

ー１０１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
2018年度に策定した「瀬戸内町地球温暖化対策実行計画」の取り組み目標の実施状況を確認・
検証し、引き続き温室効果ガスの排出量の削減に努める。

具体的な
施策内容

海洋資源を活用した温暖化対策として近年世界的に注目されている藻場造成の実証実験につ
いて、官民連携による取組を行った。
藻場造成実証実験箇所（須手、清水、嘉鉄、蘇刈、三浦）

大島海峡内の白浜海域に囲い網を設置をし、囲い網の中にホンダワラが着床した石を入れ、生育状況
等の調査を実施した。

追跡調査では、ホンダワラが大きく成長していることが確認できた。今後は、囲い網の設置箇所を増やし
て、藻場造成（ブルーカーボン）のエリア拡大に努めていきたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

ー１０２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

ゼロエミッションについては，平成30 年度に策定した「瀬戸内町地球温暖化対
策実行計画」の取組目標の実施状況を確認・検証し，国の地球温暖化対策計画
と整合性を図りながら推進する。更に３Ｒ運動を展開し，町内におけるごみの
減量化・再資源化に努める。

具体的な
施策内容

公共施設の燃料及び電気使用量にて温室効果ガス排出量の確認･検証を行った。
基準年の平成25年度と令和２年度を比較し比較排出量として▲132.5kg-CO2▲

7．0%となった。
３Ｒ運動としては令和2年度実績としてアルミ缶２８t、スチール缶１０．６t、
ペットボトル２６．５t、古紙類１２１．７tの処理実績となった。

令和元年度と令和２年度比較においても、７５.７kg（CO2排出量）の削減となった。

主な要因として電気使用量の削減効果が大きかった。

計 0 計 0

【評価】

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 地球温暖化対策について

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 町民生活課 係名 生活環境係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 企業立地等促進助成事業

【経費内訳】

2 1 18 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１０３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
企業に対し、特に必要と認められる助成措置及び便宜供与を講ずることにより、企業の育成及び
誘致を促進し、もって本町の産業の振興と雇用の増大を図る。

具体的な
施策内容

・企業に供する新たな用地を取得し又は賃貸借し、当該用地の取得又は賃貸借後2年以内
 に操業を開始する。
・企業の設備投資額が2,000万円以上であること。
・企業の設置に伴って増加する新規地元雇用者の数が、当該企業の操業開始後1年以内に
 おいて3人以上であること。
・企業の誘致について，町と直接、立地協定を締結し、当該協定に定める義務等が履行され
 ていること。

令和３年度は企業立地等促進としての実績はなかった。
令和４年度は、本町に企業を誘致するため、また、町内の事業所が事業を新設・拡大しやすいよう、瀬戸
内町商工会と協議し、瀬戸内町企業立地等促進条例の見直しを図りながら、よりよい補助金となるよう
取り組んでいく予定である。鹿児島県企業誘致事務研修会に参加し、企業誘致に向けた制度や事例の
説明を受けたことから、このことを本年度の企業誘致の実施に活かしていく。
また、「すこやか福祉センターＨＵＢ」を長期利用契約を結ぶ企業に対する補助金「進出企業支援補助金
（Ｒ３コロナ支援分として成果表公表）」の交付を受けた企業等へも働きかけを行い、誘致促進を図る。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

ー１０４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町の地域経済の活性化及び雇用機会の拡大を図ることを目的として、町内で
新たに起業する者に対し、起業する際に必要な経費の一部を助成する。

具体的な
施策内容

補助対象経費（補助率は50％、補助限度額50万円）
・店舗，工場等の建設費，取得費及び改修費
・店舗，駐車場等の賃借料（最高６か月分）
・広告宣伝費（ホームページ作成費含む。）
・起業に必要な設備費等

令和３年度は起業家支援として３件を目標としていたが、１件の相談のみにとどまった。今
後も瀬戸内町商工会と協議し、よりよい補助金となるよう取り組む。起業を目指す者が新た
に事業を起こしやすいよう、また、既存の事業所が事業を拡大しやすいよう、瀬戸内町起業
家支援補助金交付要綱の見直しを図り、よりよい補助金となるよう取り組んでいく。

計 0 計 0

【評価】

必要予算なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 瀬戸内町起業家支援補助金交付事業

【経費内訳】

2 1 18 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

ー１０５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

瀬戸内町の伝送用専用線設備を整備することで、通信環境の地域間格差を解消
し、瀬戸内町の地域情報化を推進するため、無線局を設置する。この無線局を
使用することで、町民生活の利便性向上や地域活性化が図られ、防災及び定住
対策等に寄与する。

具体的な
施策内容

民間の通信事業者による光ブロードバンドサービスは一部地域に提供されてい
るのみであり、加計呂麻島等残る地域は未提供となっている。
光ブロードバンドを整備し、通信環境の地域間格差を解消し町内地域情報化の
推進を図る。

事業の実施により，光ブロードバンドサービスが加計呂麻島全域に提供され、情報格差の解
消が図られた。
今後ますます進展していく少子高齢化や労働力不足などの社会的問題の解決、経済活動の活
性化等、今後地方創生の推進に寄与できる。

計 10,987 計 10,987

【評価】

5,000

（一般財源） 87

企業版ふるさと納税

4,100

10 過疎債ソフト分 1,800

18 負担金 10,987 9 過疎債

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 光ブロードバンド情報基盤整備事業

【経費内訳】

2 1 14 事業
（単位：千円）

21 1 1 節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 情報政策係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１０６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

旧久慈小中学校の活用に向け、地域が抱える課題解決を図り、将来にわたって自立的
発展を成し遂げていくため、本地域独自の自然景観・文化、農林水産物や水産加工品
等、様々な地域資源を十分に活用する。また、農業体験型・滞在型観光メニューの造
成や民泊を含む宿泊業者と連携しながら、交流人口・滞留人口の増加を図る。

具体的な
施策内容

・通過型観光から滞在型観光への転換で、観光客の滞在期間の増につなげる。
・新たな産業の誘致・起業支援として、旧久慈小中学校の校舎の一部を改修し、ワー
ケーション施設を整備する。
・本地域でとれた野菜や果物、魚を素材とした料理、本地域で作られた魚醤で調理さ
れた料理を提供する。
・地域の魅力を積極的に情報発信として、本地域の宿泊施設や食事処、体験プログラ
ムを紹介する。
・循環型農業を実現し、地産地消カフェを整備する。

●令和３年度の進捗状況等を踏まえ、令和４年度はワークショップを２回、協議会を３回ほど開催
し、事業全体の進捗確認と、より具体的に計画の深化を図っていく。全体事業計画が誰にでも見やす
くわかりやすく、イメージしやすいようにするため、イラストを作成する。宿泊施設確保に向けて
は、具体的に設計及び建設に取り組む。運用方法については、収支の考え方や管理体制などを検討す
る。また、宿泊施設のオンライン予約や本地域の魅力発信のため、情報発信の仕組み作りを行う。魚
醤づくりのための施設整備を行うため、具体的に設計及び建設に取り組む。資金をクラウドファン
ディングで集められないか検討する。本地域は、幕末から明治期の日本の近代化を支えた歴史的な施
設や戦跡などが数多く残されているため、これら施設を観光コンテンツとして活用することを検討す
る。また、感染症対策をしっかりと考慮した上で、実際に戦跡巡りツアーを実施し、観光コンテンツ
として確立を目指す。

計 0 計 0

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 農山漁村振興交付金事業（旧久慈小中学校活用）

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 5 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農地中間管理事業　

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 20 4 2 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 報酬 1,626 1 農地中間管理事業委託金 2,035

4 共済費 238

10 需用費 210

11 役務費 10 （一般財源） 55

13 借上げ費 6

計 2,090 計 2,090

【評価】

ー１０７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
農地中間管理事業を通じて，農地の貸借をおこない，農地の集積・集約化，農業経営の規模拡大，
新規参入等による農用地等の効率的利用を促進し，農業の生産性の向上を図る。

具体的な
施策内容

（1）農地の貸し借りに関する相談等窓口
（2）農用地等の借受・貸付等の推進
（3）農用地利用配分計画案の作成
（4）農用地等の利用状況の把握，契約等の解除，農用地等の一時貸付

●農地借受面積　2.2ha（節子12,554㎡，伊須3,355㎡，嘉鉄2,690㎡，篠川2,961㎡，久慈64㎡）

●農地転貸面積　2.2ha，25筆



款 項 目 4 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業次世代人材投資事業　

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 168 17 農業次世代人材投資事業補助金 9,100

18 負担金，補助及び交付金 9,000

（一般財源） 68

計 9,168 計 9,168

【評価】

ー１０８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
次世代を担う農業者となることを意向する者に対し，農業次世代人材投資資金を交付すること
で就農直後の経営の安定を就農意欲の喚起を図る。

具体的な
施策内容

●経営開始型給付実績
令和3年度　対象者　6名×1,500千円＝9,000千円

経営が不安定な就農直後（５年以内）の所得を確保する経営開始型給付金を給付することで，青年
の就農意欲の喚起と就農後の定着促進が図られた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業創出緊急支援事業（推進事業）

【経費内訳】

6 1 7 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 576 4 農業創出緊急支援事業補助金 1,677

10 需用費 777

11 役務費 2

12 委託料 419 （一般財源） 839

13 使用料及び賃借料 115

15 原材料費 343

14 備品購入費 284

14 備品購入費

計 2,516 計 2,516

【評価】

ー１０９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
収益性の高い園芸品目を中心とした産地の振興を図るため，付加価値の高い農業生産の推進を
図る。

具体的な
施策内容

・営農技術の普及，定着のための取組　45回，315人
・新品種・新技術の導入及び実証　6回，161人
・流通，販売業者との連携による流通体制の合理化の検討　1回，2人
・生産者へのＧＡＰ手法の技術指導，生産者，消費者への周知　3回，195人
・農産加工品の技術開発　2回，25人
・地域農産物や特産品開発情報の紹介，地産地消推進に対応する生産者　5回，311人
・施肥の技術検討，有機農実証圃の設置及び有機農業者への技術指導　11回，98人
・省力化・高品質生産へ向けたスマート農業への取組　2回，50人

本事業により園芸品目（重点振興品目）の技術定着や新技術等の実証，将来性の高い品目の選定や普及等が推
進され，新規就農者や担い手等への栽培子講習会の実施による人材育成についても図られた。また，ブランド化の
推進や特産品等の販路開拓知名度向上，安心安全な農業生産方式の推進，食育地産地消，有機農業の推進，ス
マート農業に関する周知等にも取組むことができた。次年度以降についても，付加価値の高い園芸品目の振興を
主軸に各種施策を展開し，本町の農業振興を推進していく。



款 項 目 5 款 項 目

細
節

2

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 果樹産地育成支援事業　

【経費内訳】

6 1 14 事業 （単位：千円） 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 2,238

（一般財源） 2,238

計 2,238 計 2,238

【評価】

ー１１０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
有望な熱帯果樹品種（たんかん，津之輝，アボカド）の苗木購入費の一部助成を行うことで，農家
の生産意欲の向上とコスト削減を図り，果樹産地の拡大を図る。

具体的な
施策内容

●果樹苗木の購入費の1/2助成
・たんかん苗木　2,086本（助成額1,167,000円）
・津之輝苗木　　 675本（助成額 441,300円）
・その他カンキツ　 266本（助成額 117,400円）
・すもも苗木　　　177本（助成額  90,200円）
・アボカド苗木　   135本（助成額 423,000円）

苗木購入費の一部助成を行うことで果樹生産農家の生産意欲の向上と苗木導入コストの低減が図
れた。また，果樹の栽培面積の拡大が図られることによって，将来的な果樹生産額の増大と産地化の
推進，農家所得の向上が期待される。



款 項 目 18 款 項 目

細
節

2

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 堆肥運搬費助成事業　

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 堆肥助成補助金 69 （一般財源） 69

計 69 計 69

【評価】

ー１１１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
堆肥（フレコン）運搬費の助成を行うことで，持続性の高い農業生産方式の導入（エコファーマー）
の推進や，有機農業への転換など環境と調和した農業生産が図られる。また，運搬費の支援を行
うことで。農業経営におけるコスト低減が図られる。

具体的な
施策内容

●堆肥（フレコン）運搬費の助成額　69,300円
　フレコン堆肥　53袋×500㎏＝26,500㎏（26.5t）
（運搬費）1袋あたり
本島：1,080円，加計呂麻島：3,240円，請島・与路島：3,640円

堆肥などの有機物を積極的に活用し，化学合成肥料の低減に取り組むことは環境保全型農業の推進やSDGsへ
の取組みなど，現在の農業生産を行う上で不可欠となっている。また，本事業によりフレコン堆肥（約500㎏）の運
搬経費を助成することで，本島側と加計呂麻島，請島，与路島地域の運搬費の格差が是正されると同時に農家
の生産コストの低減にも効果があると考えている。しかしながら，前年度に比べ利用者が少なったことからその要
因について検証する必要がある。また，今後，フレコン堆肥以外の堆肥製品への拡充等も視野に入れ進めていき
たい。



款 項 目 18 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業創出緊急支援事業（条件整備事業）　

【経費内訳】

6 1 7 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 58,963 1 農業創出緊急支援事業補助金 52,564

（国41,137千円，県11,427千円）

（一般財源） 6,399

計 58,963 計 58,963

【評価】

ー１１２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町において生産意欲が高まっているマンゴーの生産拡大を図るため，栽培管理技術の向上対
策と併せ，営農用ハウスの整備による収益性の高い農業の推進を図る。

具体的な
施策内容

●営農用ハウス　中期展張Ⅱ型　①2連×１棟（420㎡），②4連×1棟（672㎡），3連×１棟（504　　　
㎡），③3連×1棟（882㎡）　計2,478㎡，付帯施設（果樹棚，潅水施設）
●事業実施主体：本島地区マンゴー生産組合（3戸）広野，里山，久保
●実施地区：久慈，阿木名

営農用ハウスを整備することにより，新規就農者及び担い手農家の規模拡大，経営基盤の強化が図ら
れた。



款 項 目 18 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業創出緊急支援事業（条件整備事業）

【経費内訳】

6 1 7 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 2,355 1 農業創出緊急支援事業補助金 1,962

（国1,472千円，県490千円）

（一般財源） 393

計 2,355 計 2,355

【評価】

ー１１３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
農家の高齢化や労力不足等を解消するため，防除・除草作業の省力化が図られる省力化農業機
械の導入を図り，労力軽減と適期管理作業の慣行による農業経営の安定化を図る。

具体的な
施策内容

●①スピードスプレーヤー（SSV5045F/EPKN）1台
　②乗用型草刈機（RM883K）1台
●事業実施主体：久根津果樹生産組合（豊永，森，豊田）
●実施地区：久根津

省力化機械（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽﾌﾟﾚｰﾔ，乗用型モア）の導入を図ることにより，労力の軽減と適期作業が図られ，品質及び生
産量の安定化が図られた。



款 項 目 17 款 項 目 1

細
節

1

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農業・農村活性化推進施設等整備事業　

【経費内訳】

6 1 8 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 2,530 5 県補助金 1,265

（一般財源） 1,265

計 2,530 計 2,530

【評価】

ー１１４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町は亜熱帯の気候を活かして，たんかん，パッションフルーツ，マンゴー，野菜，林産物等が生産
されており，青果物の販売とともに，付加価値を高めた農産加工（６次産業化）が取り組まれてい
る。今後更なる農産加工品の開発を推進するため，高機能機材の農産加工機材の導入を図る。

具体的な
施策内容

●蒸気ボイラー（EQS-502KM）一式
　（せとうち物産館加工室へ設置）

蒸気ボイラーを導入することで，農産加工に係る作業性の向上とスピード化など生産性の向上が期待
される。また，利用者の利便性の向上による生産量と販売額の増加が図られ，地域経済の浮揚が期待
される。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業　

【経費内訳】

6 1 18 事業 （単位：千円） 15 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費 19,140 共同利用農業施設整備事業補助金 13,398

（県費）

（一般財源） 5,742

計 19,140 計 19,140

【評価】

ー１１５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本地域ではマンゴーの無加温栽培が可能であり，県本土地域との差別化が図られるなどメリット
も大きい。また，「かけろま島マンゴー」のブランド確立を目指し，販売展開の強化とともに生産者の
意欲は更に高まってきている。このことから，ハウス整備を推進することで加計呂麻島農業の活
性化に繋げたい。

具体的な
施策内容

ビニールハウス（Ｋ6ＨＮ型）
①6m×24m×1棟（144㎡），②6m×20m×1棟（120㎡），③6m×40m×2棟（480㎡）計744㎡
循環扇一式（③）
潅水施設一式（③）

マンゴー用営農用ハウスの整備により，産地としての規模拡大が図られるとともに，生産量の増大によ
る生産額及び所得の向上が図られる。また，新たな雇用の創出による加計呂麻島の活性化が期待で
きる。



款 項 目 7 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ポストコロナ農業生産体制革新プログラム事業

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 51 3 補助金 1,923

10 需用費 899 （県費）

15 原材料費 790

12 委託料 664 （一般財源） 481

計 2,404 計 2,404

【評価】

ー１１６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
ポストコロナに対応した生産・販売体制の構築推進（モデル事業）
「パインアップルなど奄美の地域農産物を活用した新たな販路開拓の実践」

具体的な
施策内容

（1）検討会の開催
（2）機能性成分の実施・栄養機能等の表示（摘果たんかん，コーシャマン）
（3）栽培技術に係る実証・検討を図る（ポリエステル培地を活用したパインアップル，コーシャマン
の栽培試験）

コロナ禍による観光客の減少や需要の低迷等に対応するため，新たな生産資材を活用した農産物の
商品化に向けた実証試験（ﾊﾟｲﾝアップル，コーシャマン）に着手することができた。今後，継続した栽培
実証を通し商品化に向け取り組んで行きたい。また，摘果たんかん及びコーシャマンの利活用に向けた
機能性成分分析により，付加価値の高い農業生産体制の整備と商品化の推進が期待される。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特殊病害虫対策事業

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 15 3 2 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 需用費 664 1 特殊病害虫対策事業委託金 2,575

12 委託料 1,742

13 使用料及び賃借料 831

（一般財源） 662

計 3,237 計 3,237

【評価】

ー１１７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
奄美群島において、農業生産に重大な被害を与える恐れのある，ミバエ類及びカンキツグリーニ
ング病等特殊病害虫に対し、再侵入警戒または根絶、被害軽減のための防除対策を実施する。

具体的な
施策内容

①ウリミバエ等調査事業（トラップ調査，果実調査）
②カンキツグリーニング病緊急対策事業（サンプリング調査）
③カンキツ類及びゲッキツ類を対象に薬剤散布による媒介虫の防除
④アフリカマイマイの発生調査

農作物に重要な影響を与える特殊病害虫の侵入防止対策として，定期的なトラップ調査や寄主果実
調査の実施や防除活動に努めた。また，ミカンコミバエの誘殺時には初動対応を迅速に行うことで，発
生拡大を防止することができた。



款 項 目 3 款 項 目 1

細
節

19

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 鳥獣被害対策実践事業(整備事業)　

【経費内訳】

6 1 15 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

15 鳥獣被害対策侵入防止柵資材費 8,943 13 鳥獣被害対策実践事業補助金 8,423

（一般財源） 520

計 8,943 計 8,943

【評価】

ー１１８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
鳥獣に関する被害対策を検討し，効果的な防護柵・捕獲ワナの設置を推進すると共に捕獲従事
者を確保する。また，鳥獣被害に対する普及啓発を図り住民参加型の野生鳥獣の住みづらい環
境整備を図る。

具体的な
施策内容

●イノシシ侵入防止柵（金網柵）4,700ｍ
清水（1戸，120ｍ）嘉鉄（5戸，760ｍ）勝浦（2戸，280ｍ）阿木名（4戸，1,100ｍ）嘉徳（1戸，160ｍ）
手安（1戸，100ｍ）小名瀬（2戸，240ｍ）古志（1戸，180ｍ）小名瀬（1戸，120ｍ）
於斉（2戸，460ｍ）花富（1戸，80ｍ）嘉入（1戸，220ｍ）西阿室（1戸，180ｍ）　計4,000m

イノシシ侵入防護柵（金網柵）の農家による自力施工（設置）により，イノシシの侵入防止が図られ農作
物被害の軽減が図られた。しかし，本事業おいては，県からの配分（ｍ数）に限りがあるため要望があっ
た全てを賄うことができない。このため，今後も県へ対し継続的に要望を行っていきたい。



款 項 目 3 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 鳥獣被害対策実践事業(推進事業)　

【経費内訳】

6 1 15 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18
鳥獣被害対策実践事業
（推進事業）補助金

1,499 13
鳥獣被害対策実践事業補
助金

1,420

（県補助金）

（一般財源） 79

計 1,499 計 1,499

【評価】

ー１１９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
鳥獣に関する被害対策を検討し，効果的な防護柵・捕獲ワナの設置を推進すると共に捕獲従事
者を確保する。また，鳥獣被害に対する普及啓発を図り住民参加型の野生鳥獣の住みづらい環
境整備を図る。

具体的な
施策内容

●被害防止活動の推進
・イノシシ捕殺用機材，消耗品等の購入
・被害状況調査，生育環境調査等（実施隊被害調査・雑木等の伐採）

被害防止活動の実施により，有害鳥獣の発生状況の把握と被害防止対策の啓発等に繋がった。有害
捕獲についても緊急案件への対処を優先的に取組むことができた。次年度以降においても，本事業に
おいて導入した箱ワナ機材を有効活用し，効果的な有害捕獲による被害軽減を図りたい。



款 項 目 4 款 項 目 1

細
節

26

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 緊急捕獲活動支援事業　

【経費内訳】

6 1 15 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

7 鳥獣捕獲報奨金 4,572 21
鳥獣被害防止緊急捕獲等
対策事業補助金

2,098

（県補助金）

（一般財源） 2,474

計 4,572 計 4,572

【評価】

ー１２０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
イノシシによる農作物への被害が著しく，生産意欲の低下を招いている。このことから鳥獣捕獲等
の対策が急務となっており，本事業において有害鳥獣の捕獲頭数を増加させ農産物への被害を
軽減させる。

具体的な
施策内容

①イノシシ捕獲報償費　成獣292頭×15,000円＝4,380,000円
　　　　　　　　　　幼獣 29頭× 1,000円＝  29,000円
②カラス捕獲報償費　  　　 163羽×1,000円＝  163,000円  計4,572,000円

本事業の導入により，有害捕獲従事者（狩猟者）の有害捕獲意欲が高まり，有害鳥獣の個体数低減に
一定の効果があったと思われる。また，補助金と併せ一般財源の積上げにより，事業量の拡大について
も取り組んでいる。次年度においては更に一般財源を上乗せし捕獲単価の増額を行うとともに，猟友会
の協力を得ながら，鳥獣対策実施隊との連携による農作物被害の低減を図っていきたい。



款 項 目 # 款 項 目 4

細
節

1

ー１２１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
さとうきび生産においては，高齢化による労働力不足が顕著であり，労力軽減のために
農業機械が必要である。このため省力化機械の導入によるさとうきびの生産性の向上を
図る。

具体的な
施策内容

●農業用機械（さとうきび）
　①運搬機１台（ＦＧ190SD-Ｖ4WD），②キビ植付機１台（SPK-907NZ）。③耕耘機
１台（YA951）

さとうきび用農業機械を導入することで，管理作業の省力化・効率化による労力軽減，適期
管理等が図られ，さとうきびの生産性の増加及び農業所得の向上が期待される。

計 3,125 計 3,125

【評価】

（一般財源） 938

2,187

（県費）

17 備品購入費 3,125 3 共同利用農業施設整備補助金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業　

【経費内訳】

6 1 19 事業 （単位：千円） 15 2 11 節 （単位：千円）

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 #

細
節

1

ー１２２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬相地区に特産品であるサトウキビを加工した黒糖及び加計呂麻きび酢村構想
を具体的に検討し，基本計画の策定作業を行う。

具体的な
施策内容

●土地利用や島内における主要施設の立地状況，観光客の動向等についてのデータ整
理。
●施設整備に対するニーズについて，アンケート及びヒヤリング調査。
●地域特性を生かし，競争力のある特徴的な施設として必要な機能の検討。

　加計呂麻島の「遊休地の活用」と「雇用創出」による農業振興をはじめ，きび酢・黒糖の生産拡大
や地域活力増進のための基本計画コンセプトとして「農業振興と活力あふれるさとうきび産業を創出
するかけろまきび酢村」を掲げ，実現へ向けた３つの基本方針を定めた。
●基本方針① 遊休地の活用と雇用創出による農業振興
●基本方針② 魅力発信及び付加価値向上によるきび酢・黒糖の技術・伝統継承
●基本方針③ 交流・活動の場や機会の創出による地域活力増進
　構想予定地の動向としては，残り２筆の賃貸借契約を終了し，１名の承諾を残して用地確保が完
了。
　瀬相防備隊跡を伴う戦跡の利用については，県・町文化財担当部署との協議を行い，予定地の利用
形態についての確認作業を行った。

計 9,680 計 9,680

【評価】

（一般財源） 180

9,50012 基本設計委託料 9,680 3 基金繰入金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 加計呂麻きび酢村施設整備基本計画策定

【経費内訳】

6 1 4 事業 （単位：千円） 1 1 1 節 （単位：千円）

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 多面的機能支払事業（その他）

【経費内訳】

6 1 13 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 多面的活動推進事業 3,942 9 多面的機能支払い交付金（本体） 2,956

（一般財源） 986

計 3,942 計 3,942

【評価】

-１２３-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
水路、農道、ため池および法面等、農業を支える共用の設備を維持管理するための地域の共同
作業に支払われる交付金である。

具体的な
施策内容

補助率は国５０％、県２５％、町２５％
⺠農業者および地域住 等は、グループ (活動組織) をつくり、活動計画書を提出する。

⾏グループはそれをもとに市町村と協定を結び、共同作業を った。
⾏市町村は、活動の実施状況の確認等を った。

平成１９年度から行っている事業であるが、リーダー及び事務を行う人材が確保できないために、活動
組織の増加がない状態になっている。
ピーク時には10組織（143.3ha）あったが、令和３年度は9組織（126.1ha）となった。
休止中の組織や意欲のある集落等に地元説明会などを行い、活動組織の増加につなげたい。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

254

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 里山林総合対策事業　

【経費内訳】

6 2 6 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 薬剤樹幹注入委託料 2,333 8 里山林総合対策事業補助金 1,631

（一般財源） 702

計 2,333 計 2,333

【評価】

-１２４-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
希少野生生物保護の観点から、奄美地域では松くい虫被害予防のため薬剤散布が実施できな
いことから、奄美地域に限り、道路沿線や集落背後地等における重要なマツへの薬剤の樹幹注入
を図る。

具体的な
施策内容

補助金は県７０％、町３０％
　道路沿線や人家背後等の優先箇所での薬剤の樹幹注入を実施することにより、住民の生活の
安全の確保が出来た。

樹幹注入を集落及び学校施設等行っており、令和４年から令和７年度を繰返しの樹幹注入を行ってマ
ツへの被害を防いでいく。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 水源林造成事業費

【経費内訳】

6 2 3 事業
（単位：千円）

20 4 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 除伐事業委託料 1,718 1 水源林造成受託業務委託 1,718

計 1,718 計 1,718

【評価】

-１２５-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
健全で優良な森林資源の造成と水源かん養機能増進のため、対象森林に適切な保育（伐採）施
業を実施する。

具体的な
施策内容

受託費：１００％（国立研究開発法人 森林研究・整備機構 森林整備センター 鹿児島水源林整備
事務所）

除伐（スギその他広葉樹）を5.64ｈａ行った。

適切な保育施業を実施することにより、健全で優良な森林資源の造成と水源かん養機能増進を図る。
令和3年度は阿木名地内5.64haを計画どおりに行った。
瀬戸内町森林組合と協議を行いＲ４は篠川を計画をしたい。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

2

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特用林産物の魅力ある産地づくり推進事業

【経費内訳】

6 2 9 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18
特用林産物の魅力ある
産地づくり推進事業

1,540 8
特用林産物の魅力ある産地
づくり推進事業補助金

1,100

（一般財源） 440

計 1,540 計 1,540

【評価】

-１２６-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
特用林産物の生産拡大をより一層推進するため、収益性や生産規模及び品質の改善、労働力の
省力化につながる生産基盤の整備や集出荷に必要な施設整備等を支援する。

具体的な
施策内容

補助金は県５０％、町２０％、組合３０％
　施設整備を行うことにより、生産基盤の整備や集出荷の活性化が図られた。

これまでは小規模のキクラゲ生産を行ってきたが、限られた設備においては良質なキクラゲ生産が難しい状況で
あったが、今回生産組合を設立し、規模拡大を図る中で生産施設環境を整え、キクラゲのみならずシイタケ等の
高品質な特用林産物の生産に取り組むことが出来た。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

14

1

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 森林環境譲与税事業

【経費内訳】

6 2 8 事業
（単位：千円）

2 4 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 木製品作成 1,980 1 森林環境譲与税 3,949

15 案内板材料費 850

17 カメラ 73

24 森林環境譲与税基金積立 1,046

計 3,949 計 3,949

【評価】

-１２７-

令和3年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町が行う間伐や人材育成・担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその
促進の支援等行う。

具体的な
施策内容

地方交付税１００％
木材利用の促進や普及啓発活動により、森林整備や林業の活性化が図られた。

瀬戸内町では、地元小学校と連携して、木材利用を通じた地域住民への森林整備への理解の醸成に
取り組んでおり、森林環境譲与税を主に木材利用に充てていく。
•阿木名小中学校・嘉鉄小学校と連携した木工体験学習及び庁舎内の一部を木製パーテンションで区
切り、地元産木製テーブル設置し（木のぬくもり会議室）として、木材利用の拡大を図ることが出来た。
令和４年度は諸鈍の学校と連携していきたい。



款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）農林水産物輸送コスト支援事業　

【経費内訳】

6 1 3 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 農林水産物輸送コスト支援事業 8,274 22 農林水産物輸送コスト支援事業 7,033

（一般財源） 1,241

計 8,274 計 8,274

【評価】

-１２８-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
農林水産物を島外出荷する場合、本土における陸上輸送費に加えて海上輸送費等が必要とな
り、本土に比べて高い輸送コストを負担している。このため、輸送コスト支援により流通条件の不利
性を軽減し、本土産地と同一条件の環境を整える。

具体的な
施策内容

補助率は国7０％、県1５％、町1５％
奄美群島で生産された農林水産物を出荷する際の県本土までの海上輸送費の一部を助成し
た。

令和3年度から奄美産木材流通促進協議会を中心に、スダジイ等奄美産材の輸送コスト支援を行いま
した。                                                                                                                                                                             

㎥ ㎥3年度実績　995 　4年度予定5,760



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（かんがい・排水施設整備）諸鈍地区

【経費内訳】

6 1 17 事業
（単位：千円）

15 2 11 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14
特定離島ふるさとおこし
推進事業

6,600 4
特定離島ふるさとおこし推進
事業費補助金

5,280

（一般財源） 1,320

計 6,600 計 6,600

【評価】

-１２９-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

当地区は、たんかんと一般野菜の生産が盛んなところであるが、降雨時には山斜面からの流入水
により畑が冠水し多大な影響を及ぼしている。このことから、農家経営の安定と農業の安全性を目
的として早急に法面の保護、排水施設整備を行うことにより安全性が図られ、地域の活性化と生
産向上を目的とする。

具体的な
施策内容

補助率は県８０％、町２０％
㎥法面保護工A=４１３ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

法肩排水工L=24m

当事業を実施することにより農業物生産の向上を図り地域農家経営の安定を図る。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 農林課 係名 農林整備係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（農道整備）須子茂地区

【経費内訳】

6 1 18 事業
（単位：千円）

15 2 11 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14
特定離島ふるさとおこし
推進事業

25,350 4
特定離島ふるさとおこし推進
事業費補助金

20,280

（一般財源） 5,070

計 25,350 計 25,350

【評価】

-１３０-

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

当地区は、レモンとパッションの生産が盛んなところであるが、降雨時には山斜面からの流入水により畑が
冠水し多大な影響を及ぼしている。又、既設農道が未舗装であるため、通行に支障をきたしている。このこ
とから、農家経営の安定と歩行者、車両の安全通行を目的として早急に舗装工の整備を行うことにより安
全性が図られ、地域の活性化と生産向上を目的とする。

具体的な
施策内容

補助率は県８０％、町２０％
Co舗装工　L=214.3m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
As舗装工　L=128.86ｍ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
水 路 工　L=24m

当事業を実施することにより農業物生産の向上を図り地域農家経営の安定を図る。



　

款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 瀬戸内町漁船漁業燃油緊急対策事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 2,621 一般財源（ふるさと応援基金） 2,621

計 2,621 計 2,621

【評価】

ー１３１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
漁船漁業者の窮状に鑑み、町の水産業振興施策と連携しながら、漁船漁業者の操業意欲を確保
することにより、漁家経営の安定と水産物の安定供給を維持・確保する。

具体的な
施策内容

瀬戸内漁業協同組合の組合員であり、水揚げ高が年間50万円以上の漁船漁業者が使用する漁
業用燃油の購入費を助成する。漁協が助成に要する経費について、予算の範囲内において補助
金を交付する。（漁業用燃油購入費の10％）

新型コロナウイルス感染症の影響で需要が減り、魚の価格が落ち込んだため、漁に出る船が減少した。
このためA重油取扱高が234,257L、金額（税込）26,210,535円でこのうちの10％、2,621,053円を補助した。
昨年と比較すると減少傾向であるが、新型コロナウイルスの影響に加え、燃料費の高騰により、負担が
増えている漁家経営の安定と水産物の安定供給を支援した。



　

款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特別水産業対策基金繰出金利子

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 314 一般財源 314

計 314 計 314

【評価】

ー１３２－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内漁協組合員の円滑な漁業経営のために、町が預託した金融機関から「特別水産業対策
基金」を借り入れた場合に発生する利子を補助する。

具体的な
施策内容

町内の２金融機関（奄美信用組合・奄美大島信用金庫）へ5,000,000円ずつ預託。
各金融機関はこの預託金を活用し、漁協組合員に貸し付けしている。3.5％の利子に対し、８割を
補助する。

奄美信用組合の令和３年融資残高は運転資金４件4,509,000円、設備資金1件22,000円、令和３年利子
補給金は159,787円。
奄美大島信用金庫の令和３年融資残高は設備資金4件4,447,200円、利子補給金は154,463円。
燃料の高騰やコロナ禍による需要減の影響を受ける漁業者の経営安定化につながった。



　

款 項 目 2 款 項 目 3

細
節

3

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 離島漁業再生支援交付金事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 9,445 3 国庫支出金 5,603

3 県支出金 1,681

一般財源 2,161

計 9,445 計 9,445

【評価】

ー１３３－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

構成員が行っている従来の漁業に加え，種苗放流，漁場の維持管理等，漁場の生産力の向上に
関する取り組みを行い，新たに魚価の安定化を図るため，地場産の加工品の商品化に向けた研
究をはじめ，漁食普及活動等の実施及び販路拡大を行うことにより，漁業所得の向上による漁業
集落の活性化を目的とした。

具体的な
施策内容

《集落が行った取り組み》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・漁場の生産力向上と利用に関する話し合いを年5回開催　　　　　　　　　　　　
・種苗放流…クエ(大島海峡内5海域に700尾),スジアラ(大島海峡内5海域に640尾)　　　　　　　　　　　　　　
・サンゴ保全…オニヒトデ・シロレイシガイダマシを駆除　　　　　　　
・サメ駆除…漁業被害の原因となっているサメを買い取り方式により駆除（244匹）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・産卵場・育成上の整備…イカ産卵場（イカ柴）を400基整備し，追跡調査実施　　
・藻場造成･･･囲い網を設置し,ホンダワラ類を食害から守った。
・密漁監視…町内の海岸全域に禁漁魚の看板40枚を設置し，密漁禁止の啓発を行っ　　た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・流通体制の改善…活魚槽を利用し，出荷調整を行った。（エビ類及び貝類）　　　　　　　　　　
・加工品開発…安価な水産物を使用した加工品開発を行った。
　（マグロ胃袋，シビ，ソデイカ等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

漁業の再生を図るため，大切な地域資源である漁場の生産力向上や利用に関する話し合い，種苗放
流，漁場の管理・改善に関する取組，産卵場・育成場の整備などの取組を行うことで，新たな資源の確
保が図られ，効果的な資源管理を推進することができた。



　

款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 マグロ消費促進事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 1,581 一般財源(ふるさと応援基金） 1,581

計 1,581 計 1,581

【評価】

ー１３４－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
新たな観光客の入れ込み数増や流れをつくるきっかけとして、国内有数のクロマグロ養殖産地で
ある本町の養殖クロマグロを地元飲食店や鮮魚店で気軽に食したり購入できたりする環境づくり
を整える。

具体的な
施策内容

養殖業者から瀬戸内漁業協同組合がクロマグロを購入し、町内業者（仲卸業者・飲食店）は漁協
より購入する。キログラム当たり1,000円を町が補助金として漁協に支出することにより、町内の飲
食店における養殖クロマグロの消費拡大を行い、養殖クロマグロ国内有数の町として地域振興に
繋げる。

町内５業者の飲食店が18本のクロマグロを購入し、総重量は1464.0kgで平均重量81.3ｋｇでクロマグロ丼
やクロマグロネギトロ丼、刺身定食等で町民及び観光客へ販売した。町内の取扱事業者は年々減少傾
向であり、事業の周知や町民へのクロマグロ普及が課題である。



　

款 項 目 4 款 項 目 3

細
節

2

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 水産物流通支援事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 4,468 7 国庫支出金 2,234

10 需用費 0 7 県支出金 447

一般財源 1,787

計 4,468 計 4,468

【評価】

ー１３５－

令和3年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
水産物の出荷団体が，奄美群島から沖縄本島まで出荷する際の輸送費の一部を補助すること
により，販路拡大等を行う。

具体的な
施策内容

奄美群島と沖縄県は，地理的，歴史的，文化的につながりが深く，住民生活の関わりも深い地域で
ある。また，奄美群島から沖縄本島へは，多くの水産物が出荷されており，沖縄本島は，鹿児島県
本土と同様に一大消費地となっているので，奄美群島の水産業にとって重要な消費地である沖
縄本島への販路拡大等を促進する必要があるため，沖縄本島までの輸送費の一部を補助し，負
担を軽減することによる販路拡大等の効果をあげる。

生産基盤の強化，流通体制の改善，販路開拓等にかかる経費等に活用しており，販路拡大につながっ
ている。本町から沖縄県へR3年度内に約550ｔの町内産水産物が出荷され，その輸送費の一部を補助
した。



　

款 項 目 2 款 項 目 1

細
節

2

課名 水産観光課 係名 水産振興係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 農林水産物輸送コスト支援事業

【経費内訳】

6 3 1 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 負担金、補助及び交付金 28,454 22 国庫支出金 19,918

22 県支出金 4,268

一般財源 4,268

計 28,454 計 28,454

【評価】

ー１３６－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

水産物を奄美群島島外へ移出する場合や移出する農林水産物の原材料等を移入する場合、本
土における陸上輸送費に加えて海上輸送費等が必要となり、本土より高い輸送コストを負担して
いる。このため、奄美群島算水産物の生産・出荷に係る輸送コストを補助することにより、流通条件
の不利性を改善し、生産振興や産業振興を促進する。

具体的な
施策内容

奄美群島で生産された水産物の出荷に要する鹿児島港又は鹿児島空港までの海上・航空輸送
経費相当額を補助する。　

本町から鹿児島県へR3年度内に約2,883ｔの町内産水産物が出荷され、その輸送費の一部を補助した
ことで、流通条件の不利性が改善されたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、前年度より出荷
量減となった。



款 項 目 # 款 項 目 1

細
節

【評価】

ー１３７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

奄美群島においては，農林水産物を島外へ出荷する際に陸輸送に加えて海上輸送費が
必要になり、本土より高い輸送コストを負担している。このことから，輸送コスト支
援事業により流通体制の不利性を軽減することで、生産基盤の強化に取り組み農林水
産業の経営強化を図る。

具体的な
施策内容

①農林水産物の輸送コスト支援　農産物（野菜，果樹，花き）437千円
②原材料等の輸送コスト支援　　たんかん段ボール　　　  0千円
③市町村事務費（農林課・水産振興課 ） 　　　　　　 4,678千円

●輸送コスト支援事業によって、輸送コストの軽減がなされ、経営の安定、向上が図られた。

計 4,678 計 4,678

（一般財源） 701

18
農林水産物輸送コスト
補助金（農産物）

437

3,977

3 共済費 579

1 報酬 3,662 22

農林水産物等輸送コスト
支援事業補助金（農産
物）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 農林水産物輸送コスト支援事業 

【経費内訳】

6 1 3 事業 （単位：千円） 15 2 4 節 （単位：千円）

課名 農林課 係名 農政係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

【評価】

ー１３８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
繁殖雌牛を導入しようとする意欲ある肉用牛農家に対し、助成措置を講じることで本
町の繁殖雌牛の頭数を確保するとともに肉用牛経営の安定を図る。

具体的な
施策内容

繁殖雌牛の資格を有すると認められた子牛を導入した農家対し交配時期までの育成費
用として１頭につき３５，０００円を交付する。

令和３年度は、３１頭の優良繁殖牛を導入して育成費の助成を行った。
令和４年１月調査時の繁殖牛飼養頭数は４１９頭で、前年から５頭減少したが、導入牛の高
値が続いている中で概ね頭数の維持ができた。

計 1,085 計 1,085

1,08518 優良牛保留導入対策 1,085 （一般財源）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 瀬戸内町肉用牛増頭推進対策事業　

【経費内訳】

6 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 農林 係名 営農畜産

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

ー１３９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
飼料基盤の開発整備や農業用施設の整備等を行い、肉用牛生産の核となる経営体を育
成する。

具体的な
施策内容

①草地の造成改良及び整備
②畜舎、家畜排せつ物処理施設等整備

畜舎２棟、家畜排せつ物処理施設１棟を国庫補助事業にて承認済みであるが、事業実施予定
年度が令和４年度以降となっており３年度に関しては実績が無い。早期に工事が着手できる
よう国、県との調整に努める。

計 0 計 0

【評価】

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 畜産基盤再編総合整備事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１４０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 農業の基礎知識・技術に関する実地研修を行い地域農業の振興に貢献しうる人材の育成

具体的な
施策内容

①農業基礎講座
②研修施設等を活用した実践研修
③その他就農に向けた各種研修会への参加等

令和３年度は、２名の研修生（果樹）を受け入れ、農業の基礎知識を身につけるために、果樹・野
菜、土壌・肥料、経営改善等の講座制研修を行い、研修ハウスで実習する事により、１名の新規就農
者を確保することができた。
また、「牛飼い塾」で畜産の情報・知識を提供することで、畜産における新規就農者の発掘・育成に
努めた。

計 6,536 計 6,536

15 園芸用材料費 690

13 使用料及び賃借料 85

12 委託料 468

11 役務費 40

10 需用費 2,930

8 旅費 75

4 共済費 311

6,536

3 期末手当(会計年度任用職員) 189

1 会計年度任用職員報酬 1,748 （一般財源）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 瀬戸内町営農支援センター研修制度

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 農林課 係名 営農畜産係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 令和３年度瀬戸内町商工会プレミアム商品券事業

【経費内訳】

7 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 2,500 （一般財源） 2,500

計 2,500 計 2,500

【評価】

ー１４１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 域内消費喚起により地元消費拡大、地域の経済活性化を図る。

具体的な
施策内容

町民の域内消費喚起の促進（プレミアム商品券の発行）
発行総額　2,200万円　原資　2,000万円にプレミアム率10％、200万円を加算
１冊　10,000円（500円券×22枚）　２回に分けて販売。

２回とも完売し、地元商店街の消費喚起の一助となったが、購入者からは、他市町村と比べ、プレミアム率が低く
魅力が少ないとの意見もあった。
新型コロナウイルス感染症による売上減少に苦しむ事業所も多く、町内での消費促進のためプレミアム商品券の
プレミアム率及び発行総額の増加等、事業実施者の商工会より要望もあり、次年度は補助金内で２回を１回に販
売し、プレミアム率を上げるなど、創意工夫を図るよう商工会と協議を進め、地域経済の活性化を図る。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 【消費者対策】　消費者行政

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１４２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
特殊詐欺事案など増加傾向にある中、町民の安心・安全な消費生活につながるように、消費者啓
発及び消費者教育の強化を図る。

具体的な
施策内容

広報紙による啓発活動、消費者教育の一環として出前講座を実施。
大島消費生活相談所と連携の促進による相談体制の維持・充実を図った。

消費者被害の未然防止・被害拡大防止のため、広報せとうちによる啓発活動、出前講座を１回実施した。
今後、町内在住の相談者が大島消費生活相談所（奄美市）へ移動困難な場合の対応策に向けて、協議する。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 商工業制度資金利子補給事業

【経費内訳】

7 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

18 補助金 118 （一般財源） 118

計 118 計 118

【評価】

ー１４３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町商工会に加入している商工業者が、設備資金及び運転資金として借り入れた制度資金
を対象に利子補給し、町内商工業の育成及び振興を図る。

具体的な
施策内容

補助対象事業者数：4事業者
補助対象金額合計：11,998千円
補助率：融資利率を上限とし、借入金額の1％
補助金額合計：118千円

国・県の新型コロナウイルス関連緊急経営対策資金などの利用で前年度に比べ利用者は減ったが、利
用できなかった事業者にとっては、町の「利子補給制度」事業実施による金融面での手厚い支援によ
り、町内商工業の経営安定と発展の一助となった。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 商工交通課 係名 商工交通係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 　先端設備等導入促進基本計画

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１４４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
中小企業者の先端設備等の導入を促し、設備投資を活発にすることで地域が活性化され雇用
の創出が期待できる。

具体的な
施策内容

計画の認定を受けることにより、金融支援を受けられたり、導入した設備の固定資産税が免税さ
れる。

平成３０年度（１件）、令和元年度（２件）の申請があったが、令和２～３年度と認定申請がない。
今後も啓発活動に努める。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 商工交通課 係名 商工交通課係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 キャッシュレス導入の推進

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１４５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 スマート社会構築に向け、キャッシュレス導入の推進を図ることを目的とする。

具体的な
施策内容

商工会によるキャッシュレス導入の啓発セミナーや、アンケートの実施を行った。

キャッシュレス導入についてアンケート調査を実施。
３７０店舗のうち２１件回答あり。そのうち導入が１３件。
町内においては、客からの要望がないので、キャッシュレス導入には消極的な事業所が多い。また、導入
のための初期費用や月額費用、決済手数料等がネックとなり、キャッシュレス決裁の導入へ踏み切れて
いないのが実情である。
Ｒ４に古仁屋フェリー待合所は導入予定である。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

2

ー１４６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

旅行者を対象とした、プレミアム商品券（２０％付与）を販売することにより、購入
者への満足感と町内消費を活性化し、本町の観光推進に繋げ、購入者へアンケート調
査を行うことにより、本事業の更なるブラッシュアップが期待でき、観光客の増加・
定着を目指す。

具体的な
施策内容

せんとうち旅得券を発行

新型コロナウイルス感染症の影響が残る中ではあるが、全国各地から旅行者が体験活動や宿
泊・飲食などでプレミアム商品券を活用し、購入者への満足感と町内消費の活性化を図るこ
とができた。購入者へのアンケート調査を活用し、本事業の更なるブラッシュアップをし、
今後の観光客の増加・定着を図る。

計 3,000 計 3,000

【評価】

900一般財源

1,800

18 補助金 2,100 県補助金 300

10 需用費 900 国補助金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 奄美らしい滞在型・着地型事業

【経費内訳】

7 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

6

2

【評価】

ー１４７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
世界自然遺産登録後の国内外の観光客の増加を見据え、人材育成や観光案内板等の整
備を行い受入体制の強化を図る。

具体的な
施策内容

①エコツーリズム推進協議会
②エコツアーガイド初期段階育成事業
③奄美群島エコツアーガイド認定制度の運用

令和３年１１月２４日に瀬戸内町島案内人協会（会員２３名）を立ち上げた。協会員を対象に普通救
命講習を実施予定だったが、コロナ禍により中止となり、新規のガイドの育成ができなかった。
案内板については、世界自然遺産看板の設置を行い、老朽化して壊れたものなどは補修・整備をし
た。
今後は関係団体と協力しながら、世界自然遺産登録後の観光客の増加を見据えた研修会等でプロのガ
イド育成などの受入体制の強化を図り、観光案内板等を整備して、観光振興の推進を図る。

計 353 計 353

353

18 補助金 306

10 修繕料 47 町費

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 シマ案内人育成

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

【評価】

ー１４８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町の自然特性を活かしたイベントを開催することで、全国の多くの方に本町の魅力を
発信し、自然や文化に親しむ機会をつくり、観光振興や文化交流を促進する。また、多
くの町民の一体感を増進させ、地域づくりへの創造心を醸成し、活力ある地域の形成と
住民の定着を図る。

具体的な
施策内容

コロナ禍につきイベント事業はすべて中止となったが、次回大会へ向け準備、広報活動
を行った。

コロナ禍によりイベントが開催できず、成果が得られなかった。
次年度以降、中止の影響により参加者の減とならないよう引き続きPR活動に努め、新規参加
者及びリピーターの確保を図る。

計 5,000 計 5,000

4,110一般財源

890

12
加計呂麻ハーフマラソ
ン運営委託料

0 35
加計呂麻島ハーフマラソ
ン大会参加料

0

12
奄美シーカヤックマラ
ソン運営委託料

5,000 16
シーカヤックマラソン大
会参加料

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 観光イベント事業

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

20 5 5 節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

【評価】

ー１４９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 観光施設（トイレ・シャワー）の整備を行い、観光客の増加に対応し、利便性を図る。

具体的な
施策内容

【清水集落】
 トイレ・シャワー施設　RC造平屋　延床面積７５．５３㎡
・多目的トイレ１　・男子トイレ４　・女子トイレ３
・男子シャワー３　・女子シャワー３

当初令和４年３月完成予定であったが、資材等の搬入がコロナ禍により遅延し、工期内の完
成が困難となり、繰越事業となった。観光地にトイレ・シャワー施設の整備を行うことによ
り、観光客が安心して島を訪れることができ、癒やしの島を満喫できる。
今後とも、世界自然遺産登録後に訪れる国内外からの観光客に対応した、観光施設の整備を
行い、癒やしの島を満喫できるように整備を推進する。

計 16,273 計 16,273

6,100（一般財源）

4,073

14 工事請負費 12,200 （奄振）公共用観光施設整備事業 6,100

12 委託料 4,073 一般財源

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 観光施設（清水トイレ・シャワー）新築工事

【経費内訳】

7 1 6 事業
（単位：千円）

14 2 5 節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 4 款 項 目

細
節

1

2

5

1

1

1

【評価】

ー１５０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
シェアサイクルを利用することにより、加計呂麻島での時間を有効的に活用して、自
分のスケジュールで自然を満喫出来るようになり、観光客の増加に繋がることを目的
とする。

具体的な
施策内容

E-Bike(電動自転車)の購入、マップの作成、PR動画の制作など

これまでのシェアサイクルに代わり、より自然に優しい自転車「E-Bike」を整備すること
ができた。
今後、世界自然遺産登録後の観光客等の利用促進及び地域・経済活性化と新型コロナウイル
ス感染症対策を図りながら、「観光型レンタサイクル」を推進し、コロナ収束後の観光客の
利用促進を図りたい。

計 12,149 計 12,149

17 備品購入費 8,254

13 使用料・賃借料 145

12 委託料 600

10 印刷製本費 1,650

12,149

10 消耗品費 1,358

7 報償費 142 地方創生臨時交付金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 シェアサイクル事業(E-Bike導入)

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

【評価】

ー１５１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
奄美群島における観光・物産振興のための取り組みを島ごとの域を越えて一元的に行
い、奄美群島の観光と交流人口の拡大、特産品の販路拡大、観光物産関連事業者の育
成等により群島産業の振興を図る。

具体的な
施策内容

①エコツーリズム推進協議会
②エコツアーガイド初期段階育成事業
③奄美群島エコツアーガイド認定制度の運用

新型コロナウイルス感染症の影響により、物産展は中止となり、旅行会社向けのプレゼン
テーションイベント等も中止が相次いだが、WEBを活用したPRを行うことができた。
従来の観光誘客プロモーション事業等を実施し、旅行商品造成等に繫げるとともに、引き続
き一般消費者向けの観光PRイベントを実施する。併せてECサイトを活用し、特産品の販売促
進に繋げる。

計 2,790 計 2,790

2,79018
奄美群島観光物産協会
負担金

2,790 一般財源

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 奄美群島観光物産広域連携事業

【経費内訳】

7 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 水産観光課 係名 観光振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 2 款 項 目

細
節

64

8

17

1.2.5

2

227

1

【評価】

ー１５２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

チームせとうち”我が事・丸ごと”支え愛事業の一環として、福祉・医療・介護の資源
が「ない地域」「うすい地域」の充実を図るための事業であり、看護師等が対象地域
に居住し、集落サポーターと共に活動し「福祉・医療・介護」の相談窓口となり、関
連する機関と連携して解決を導いていく。

具体的な
施策内容

・体調不良時の状態把握、病院受診・搬送の手配
・地域包括支援センター及び介護施設、医療機関との連携
・住民を取り巻く関係機関との連携
・住民同士での連携体制への支援
・島民が地域生活を継続するための疾患の勉強会
・連携体制の構築、保健室の啓蒙活動

地域住民の複雑化・多様化した生活課題に対応するため関係機関と協働で、生活課題や地域
課題を明らかにしながら、有効的な支援方法の検討など地域の困りごとを支援するとともに
新たに瀬相港・生間港待合室に相談室を設けるなど、地域共生社会体制づくりを推進した。
相談件数　201件　（本人66件　住民1件　その他134件）

計 4,242 計 4,242

26 自動車重量税 5

12 委託料 2,400

11 役務費 201

10 需用費 94

4 共済費 442

4,242

3 職員手当 463

1 報酬 637 （一般財源）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 我が事・丸ごと支え愛事業（包括的支援体制構築事業（島の保健室事業））

【経費内訳】

3 1 8 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 保健福祉課 係名 医事・庶務係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 2 款 項 目 2

細
節

【評価】

ー１５３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町に移住等を希望する方がシマでの生活体験ができる移住体験住宅を利
用することにより、移住・定住の促進や集落の活性化に資することを目的とす
る。

具体的な
施策内容

移住体験住宅の場所　：　嘉鉄・押角（各１戸）
移住体験住宅の使用期間　：　最低1週間から最長6箇月
移住体験住宅の使用料　：　１泊２千円、１ヶ月５０千円(光熱水費を含む。)

●令和３年度実績　利用者：７名４世帯（嘉鉄：１名１世帯）（押角：６名3世帯）
　　　　　　　　  移住者：2名2世帯（古仁屋・節子）
新型コロナウイルス感染症の影響により延べ１８４日間利用を休止したため、利用者の減少となった
が、２名２世帯が瀬戸内町への移住に繋がった。
また、住宅確保困難者への緊急措置として住宅利用できるよう、役場内で横断的な組織（我が事丸ご
と「すまい部会」）を構築し情報連携に努めている。
今後もこれまで同様に運用を図り利用希望者等に活用しやすいよう町HPの情報を更新し広報してい
く。

計 510 計 648

13 使用料及び賃借料 70

12 委託料 178

648

11 役務費 28

10 需用費 234 005 移住体験住宅使用料

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 移住体験住宅

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

13 1 1 節
（単位：千円）

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 4 款 項 目

細
節

005

【評価】

ー１５４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町への移住者が、町内に生活基盤を置くための施策を実施することにより定住促進
を図り、集落の活性化及び人口減少抑制に資することを目的とする。

具体的な
施策内容

定住促進住宅設置場所　（計８戸）
　・本島側　家賃２０千円　手安・油井・西古見
　・加化呂麻側　家賃１５千円　薩川・花富・押角・於斉・芝
入居できる期間　：　最長12年間

●令和３年度実績　全７戸中６戸に入居　定住促進住宅使用料　１，２４５千円（令和３年度収納率
１００％）
　これまで整備した当住宅に関しては、入居実績が１３世帯３９名の方が利用し、定住者についても
１１世帯３５人（定住率：８９％）であった。
　当住宅に関しては、地域提案型事業の空家利活用事業に重点を移したため、今後新たに整備する予
定は現況において「無し」である。

計 387 計 387

38710 修繕料 387 一般財源

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 定住促進対策事業

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

ー１５５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
住民参画と協働により安心して住みやすいまちづくりを推進するため取り組む事業に対
して交付する。

具体的な
施策内容

交付上限　：　1集落・団体　３００千円　（補助率：９/１０以内）
採択事例
　①集落内の景観を保全するための美化作業　②子育て支援
　③文化芸能遺産等保存伝承整備　④地域産業活性化支援　⑤観光・交流支援　など

●令和３年度実績
　１２事業　交付決定合計額３，０００千円
　  １事業が新型コロナウイルス感染症の影響により取り下げ

　今後も継続して事業を実施し各集落・団体等へより分かりやすい周知を心がけ、要望等に対し幅広
い活用を促進していくことで集落の活性化等、持続可能な地域づくりに繋げていきたい。

計 3,000 計 3,000

【評価】

3,000地域提案型事業 3,000 一般財源

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 地域提案型事業（住民参加型）

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１５６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

　各集落の抱える様々な問題に対して、行政経験豊富な職員等が地区割により各集落担
当としての使命を担い、関係課局との連携を図りながら課題解決へ向けて迅速な対応を
とることにより、縦割り行政から脱却し、弾力的で横断的な対応及び庁舎内の体制を整
えるものとする。

具体的な
施策内容

全６４地区　７２名の役職職員を配置（うち女性職員２名）

嘱託委員会時に各地区担当職員が同席し、年２回の聞き取り調査をはじめ、災害時の状
況確認や集落行事等に参加したり、各集落の課題解決に向け地域と連携した対応を行
う。

令和３年度実績
活動件数：３４１件
（市街地：３６件・古仁屋地区：４６件・西方地区：１４４件・鎮西地区：７１件・実久地区：４４
件）

担当職員と地域の連携強化のため、今年度より４月の嘱託員会開催時に、コミュニティ担当職員の同
席を実施した。また、年２回の聞き取り調査をはじめ、災害時の状況確認や集落行事等に参加。
各地区に割り当てられた職員によっては、担当地区の課題解決に向けた協力度合いにばらつきが生じ
ており、職員配置の見直しについても検討が必要であるため、次年度は体制の再構築を図る。

計 0 計 0

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 地区コミュニティ担当職員と集落との連携強化

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

2

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 消防団員募集活動

【経費内訳】

9 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 消耗品費 28 （一般財源） 28

計 28 計 28

【評価】

ー１５７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 地域の安全・安心の重要な担い手である消防団員の入団促進を目的とする。

具体的な
施策内容

・消防団団員募集のぼり旗作成・設置　８枚　設置場所　消防団詰所　加計呂麻分駐所
・町広報紙，ホームページに団員募集記事の掲載
・消防団員の処遇改善のため条例改正（令和４年度からの年額報酬・活動報酬の増額）
　令和４年３月２日条例改正

のぼり旗の設置や町広報紙による募集等をとおして，消防団への入団促進が期待出来る。
（令和３年度入団者　８名、令和３年度退団者　７名）



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 消防団救助能力向上資機材緊急整備事業

【経費内訳】

9 1 3 事業
（単位：千円）

14 2 8 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 314 1
消防団救助能力向上資機
材緊急整備事業

104

（一般財源） 210

計 314 計 314

【評価】

ー１５８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
災害時における消防団のより効果的な救助活動を図るため，消防団への配備が進んでいない救
助用資器材等の整備を促進することを目的とする。

具体的な
施策内容

トランシーバー購入　
　トランシーバー15台・防浸型スピーカーマイク15個・充電池15本・急速充電器６台
　設置場所　消防団詰所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

消防署と消防団との情報伝達の手段として，口頭や手信号で行ってきたが， トランシーバーを消防団
に配備することによって，情報伝達が有効，確実に行うことが出来，火災や救助活動等の際には安全
性を高めることが出来，より効果的な活動を実施することが期待出来る。
国庫補助（１／３），地方負担分２／３に特別交付税措置（措置率０．８）が講じられている事業となってい
る。



款 項 目 1 款 項 目 6

細
節

1

　

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（消防施設整備）

【経費内訳】

9 1 6 事業
（単位：千円）

15 2 11 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

17 備品購入費 4,730 1
特定離島ふるさとおこし推進
事業補助金

3,784

（一般財源） 946

計 4,730 計 4,730

【評価】

ー１５９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 消防資器材等整備により消防力機能強化を目的とする。

具体的な
施策内容

池地地区
小型動力ポンプ付軽積載自動車更新整備
　車両　ダイハツHIJET　TRUCK　スタンダード　５MT・４WD　１台
　小型ポンプ　B-３級　VE25AS　１台　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

配備後25年を経過し，経年劣化，塩害被害が著しく整備にも苦慮し，有事の際に不安があった小型動
力ポンプ付軽積載自動車を更新整備したことにより，消防力が向上し災害等に早急に対応出来るよう
になり，消防体制の機能強化が図られ被害を最小限におさえることが期待出来る。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

課名 瀬戸内消防分署 係名 警防係（非常備）

会計区分 一般会計 会計名

事業名 女性消防団員防火教室

【経費内訳】

9 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 費用弁償 15 （一般財源） 15

計 15 計 15

【評価】

ー１６０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
火災予防啓発活動
女性消防団員により町内保育所，幼稚園等で次世代を担う子どもたちに火災予防に関する啓
発活動を行う事を目的とする。

具体的な
施策内容

防火教室開催　令和３年１２月２８日　ここ園　出向者３名

コロナ禍において各種訓練等が自粛となり防火教室等の開催も困難であったが，女性消防団員による
防火教室をとおして，子どもたちが楽しみながら防火・防災に係る知識を学び，災害時において生命・
身体保護の習得を図り，将来の地域防災などを支える人づくりや火災予防を啓発することが期待さ
れ，消防団活動の活性化にもつながる。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 自衛隊との連携

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１６１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
自衛隊との連携については、防災訓練などを通じて防災体制の連携・強化を図りながら、災害時
における災害復旧支援体制の確立に努める。

具体的な
施策内容

防災訓練において、各防災関係機関と災害対応合同訓練を実施し、災害発生時における応急対
策等が迅速かつ的確に行われるよう連携を図った。

今後も、イベントや防災訓練などを通じて、緊密な連携を図りながら防災体制の確立に努めていく。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 危機管理係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 海上自衛隊拡充要望

【経費内訳】

2 1 16 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

予算執行なし

計 0 計 0

【評価】

ー１６２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
南西諸島地域の防衛力強化と奄美諸島における大規模災害などへの体制整備を図ると共に、
本町の振興・発展と経済の活性化に資することを目的とする。

具体的な
施策内容

・海上自衛隊・陸上自衛隊の拡充についての要望活動の継続的実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

今後も継続して要望活動を推進していく。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

【評価】

ー１６３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
真の共生・協働によるまちづくりのため、町民・全国の郷友会・職員の連携強化を図
る。

具体的な
施策内容

関西瀬戸内会及び東京奄美会との意見交換会

令和３年度においても、新型コロナウイルス感染症の影響により、各郷友会総会や各集落豊
年祭等の多くが中止となったが、東京奄美会来庁や、東京奄美会「総会・世界自然遺産登録
記念式典」出席及び関西瀬戸内会への尼崎物産展の協力要請により連携強化に努めた。
今後は、各郷友会総会等へ職員の同行やオンライン会議も含め更なる連携強化に努める。

計 151 計 151

151

9 交際費 20

8 旅費 131 （一般財源）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 「チームせとうち」としての連携強化

【経費内訳】

2 1 1 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１６４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

・大学との包括連携協定に基づき新商品の開発に向け、必要となる手続きや資金調達な
ど様々な実施主体に働きかけ、協働で取り組む。また、新商品を販売していくとともに
販路を拡大していき、新商品を瀬戸内町の特産品として定着化することを目指す。さら
に、地域の雇用創出と経済の活性化を図る。

具体的な
施策内容

本町の重要な特産品である「キビ酢」を最大限に活かした新商品を開発し、さとうきび
やキビ酢生産者の生産意欲の向上と生産量の確保・拡大を図る。

●本事業を行っていくため補助事業等がないか検討する。（地方創生交付金、奄振など）
●健康に良いとか長寿の源とか、地元の言い伝えなどを集める。
●ソフトカプセルになった際の販路を検討する。
●試作品をどの程度作ってもらうか検討する。
●キビ酢以外に取り込む成分を検討する。（黒糖・タンカン・ゴマなど）
●キビ酢の生産量を把握して年間どのくらいソフトカプセルを作ってもらうか検討する。
●試作品から本格商品販売まで外注先の選定を含め、本町として本事業をどのようにしていきたいの
か流れを整理する。

計 0 計 0

必要予算なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 包括連携協定に基づく新商品開発事業（キビ酢を活用したサプリメント開発）

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

【評価】

ー１６５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
瀬戸内町ふるさと応援基金（ふるさと納税）に寄附していただいた方へ，本町特産品
等を返礼することにより瀬戸内町を全国へPRするとともに，町内事業所の活性化を図
る。

具体的な
施策内容

ふるさと納税専門サイトを利用し，寄附者増を図るとともに全国へ本町特産品等をＰ
Ｒ。
　〇ふるさと納税サイト（ふるさとチョイス・さとふる・楽天・ＡＮＡ・ふるなび）
　〇ＪＴＢへの業務委託（７月より）によるポータルサイトの活性化と適正管理

寄附金件数：3,091件（前年度3,302件）
寄附額73,418,000円（前年度76,307,587円）
ＪＴＢとの業務委託により，各サイトの画像や返礼品のＰＲ強化を行い，サイトの内容充実
を図った。
令和４年度においては，当初からの対応となるため，寄附金額の増が期待される。

計 123,320 計 123,320

24 積立金 73,418

18 負担金 53

13 使用料及び賃借料 8,852

12 委託料 16,442 （一般財源） 19,386

11 役務費 850

73,418

10 需用費 77 繰入金 30,516

7 報償費 23,628 寄附金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 ふるさと応援基金事業　

【経費内訳】

2 1 19 事業
（単位：千円）

17 1 2 節
（単位：千円）

課名 農林課 係名 地域公社

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目 1

細
節

ー１６６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
本町が実施する持続可能なまちづくりを目的とした様々な施策に対しご賛同いただ
き、また、企業版ふるさと納税を通じて応援くださる企業の皆様を募集する。

具体的な
施策内容

・地域再生計画の認定を受ける（R2.7）→町ホームページ・広報紙、内閣府のポータ
ルサイト、鹿児島銀行の「ふるさと一番」、JTBの「ふるさとコネクト」で募集を開
始
【補助対象】
・１回当たり１０万円以上の寄附が対象・寄附を行うことの代償として経済的な利益
を受け取ることは禁止・本社が所在する地方公共団体への寄附は対象外・寄附を行っ
た企業は税制上の優遇措置等が受けられる

本町の地方創生に関する事業に対して企業版ふるさとの税を通じて、応援して下さる企業を
更に増加させるため、新たな魅力ある事業の提案等を促進し、積極的に情報発信など行って
いく。

計 8,400 計 8,400

【評価】

（電子自治体費へ充当） 5,100

8,400

（企業誘致・雇用創出へ充当） 300

（古仁屋高校男子寮へ充当） 3,000 002 ふるさと応援基金寄附金

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 企業版ふるさと納税事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

17 1 2 節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 産業立地係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１６７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

SDGsとは２０１５年９月に国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」のこと
である。
２０３０年に向けて持続可能な社会実現のために国際社会が取り組む１７の目標が設
定されており、地球上の「誰一人取り残さない」ことを目的とする。

具体的な
施策内容

①ジェンダー平等の観点から、研修会を開催（きゅら島交流館１Ｆ）
②低炭素社会へ向けた取組として...

　・豊かな海洋資源の活用として、ブルーエコノミーの取組
　・カーボンオフセットへの取組（藻場育成）
③大学SDGs　ACTION！　AWARDSへの協賛（20万円）（朝日新聞主催）
3年度　瀬戸内町賞受賞大学は、長野県の信州大学
④ポリエステル培地を用いたパインアップル栽培技術の検討・実証（農林課）
⑤ポリエステル培地を用いたコーシャマン種芋の生産栽培技術の検討・実証（農林
課）

●令和３年度においては、R3.7.7に「瀬戸内町ゼロカーボンシティ宣言」を行い、再生可能エネル
ギーへの転換や、海洋資源の再生などの施策展開を検討。また、各事業に携わる職員一人ひとりが
SDGs社会の実現へ向けた意識付けを図ることはもとより、多くの町民の方へ意識醸成を図れるよ
う、積極的に取り組んだ。今年度はいち早く、農林課がポリエステル培地を活用した実証に取り組ん
でいただいた。
●令和4年度は、新事業として再エネ活用西古見創生拠点整備事業（西古見オートキャンプ場）の一
部を建築予定。3年間程度で完成を目標に取り組んでいく。昨年度は、農林課が取り組んでいただい
たが、他の部署においても積極的に取り組んでいただくよう呼びかけをしていくこととする。

計 200 計 200

200

　 　 　 　 　

18 負担金 200 一般財源

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 ＳＤＧｓ社会への取組

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 5 款 項 目

細
節

003

ー１６８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
町民一人ひとりが、個人としての尊厳が尊重されること、性別による差別的扱いを受
けないこと及び家庭、地域、職場、学校その他社会のあらゆる活動において、個人と
して能力を発揮する機会が確保される社会の実現を目的として実施する。

具体的な
施策内容

①県・市町村男女共同参画行政担当者等研修会参加　担当主事補×１名
②奄美大島５市町村担当者協議会(10/4～奄美市役所)

③奄美大島男女共同参画地域推進員の更新（1名更新。1名は期限が次年度末）
④県男女共同参画地域推進員の活動報告の提出
⑤広報誌に周知記事掲載（２カ月に１回）

令和３年度、担当職員が行政担当者等研修会へ参加し、法的定義や理想社会実現に向けての取組等に
対する意識醸成を図ることができた。
また、奄美市の呼びかけにより、奄美大島５市町村の本事業担当者が集い、各地域における課題など
を共有することができ、今後のより良い取組推進に繋げられる有意義なものとすることができた。
広報紙での周知・啓発においては、前年度と同様、隔月での記事掲載をすることができ、またその内
容についても、前述の奄美大島５市町村会議で優良事例として報告があるなど、良い取組を継続実施
することができた。
令和４年度においても、地域の実情、状況に応じ、最適な取組を実施していく。

計 50 計 50

【評価】

508 普通旅費 50 一般財源

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 男女共同参画事業

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 課長補佐

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１６９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
配偶者等からの暴力等から早急に被害者を保護及び避難させることで、被害の拡大を
防ぐことを目的とする。

具体的な
施策内容

DV被害にあった方から相談があれば、保健師による相談内容の聞き取り、また警察や
瀬戸内事務所と連携し、被害者の保護に努める。
避難の必要がある場合は、避難先の手配を行う。

DV相談件数（虐待含む）： １５件
保健師による相談内容の聞き取りを行い、内容によっては警察の介入を含め、避難を促し被害の拡大
を防いごことができた。

計 0 計 0

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 DV被害者支援

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 保健福祉課 係名 保健予防係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 5 款 項 目

細
節

ー１７０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
チームせとうち“我が事・丸ごと”支え愛事業に「住まい部会」を設置し、住宅確保要配
慮者等に対し支援を実施することで、一人ひとりの「住まいの安心の確保」に繋げる。

具体的な
施策内容

①4/16　（第１回庁内連携会議）
→セーフティーネット住宅に係る問題に対し、企画課・保健福祉課による協議実施

②10/8　（第１回移住支援研修会）
→県移住支援協議会主催、各市町村担当者を対象にオンライン研修を受講。（新たな
セーフティネット制度の取組や居住支援の必要性等）

「住まい部会」事案として、セーフティーネット住宅への措置依頼の案件があった。
事案発生した際には、連絡体制の構築ができているため、解決までの流れが迅速に出来てい
ると思われる。
しかしながら、ＤＶ被害者など「住宅確保要配慮者」の定義については、緊急性や機密性が
あるため、関係職員で共通した“意識付け”が重要である。
今後も、庁内関係者が共有した意識のもと、より迅速に課題解決を図れるよう、連携した取
組をしていく。
また、Ｒ４以降については、コロナ禍により構築の遅れている「居住支援協議会（主：保健
福祉課）」の設置を「空き家対策等の受入強化」も含めた事業として、展開していく。

計 0 計 0

【評価】

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 “我が事・丸ごと”支え愛事業「住まい部会」

【経費内訳】

2 1 12 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 課長補佐

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

3

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 女性職員の活躍推進

【経費内訳】

2 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 帰任旅費 170 （一般財源） 170

計 170 計 170

【評価】

ー１７１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
多様な視点による新たな発想を入れ、活力ある社会を築くため、政策・方針決定過程への女性の
参画拡大を推進する。

具体的な
施策内容

・女性職員のスキルアップのための女性職員研修の実施
・国（環境省）への女性職員出向

役職付け女性職員の早期退職等により役職に占める女性職員の割合が伸びない。
女性職員の意欲向上、キャリア形成の支援等により係長以上の役職に占める女性職員の割合増加を目
指す。



款 項 目 款 項 目

細
節

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ワーク・ライフ・バランスの取組推進

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

必要経費なし

計 0 計 0

【評価】

ー１７２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

・私生活の充実による仕事の生産性の向上、人材確保及び優秀な人材の流出を防ぐ
・職員一人当たり・一月当たりの平均超過勤務２０時間以下
・育児休業の取得率男性１０％、女性１００％
・年次有給休暇の取得日数１５日以上

具体的な
施策内容

・不妊治療休暇制度の導入
・超過勤務縮減を実現するために課内調整を行う。
・同僚が休暇取得をしやすいよう、皆で協力して職場を支えていく意識を持つ。
・育児に関連した行事への参加など年次休暇を積極的に取得させるよう努める。

令和３年度においては、国準拠及び町独自の不妊治療休暇を導入し、今後の女性職員の確保及び優秀な人材
の流出を防ぐことが期待できる。
超過勤務縮減については、職員一人当たり・一月当たりの平均超過勤務は7.6時間と目標を達成している。今後
も事業のスクラップ、事務の平準化、課内の協力体制を軸に対応していく。
育児休業取得については、制度の周知を図るも給与等に影響するため、男性職員の取得が進まない。
年次有給休暇の取得日数については、全職員年間５日間取得を最低基準とし、年次休暇の計画的な取得を図
り、平均12.7日の取得ができた。今後も所属職員が相互にサポートしていく。



款 項 目 1 款 項 目

細
節

1

3

4

1

1

ー１７３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

「瀬戸内町職員人材育成基本方針」に基づく目指すべき職員像の実現
（１）住民の立場に立って行動する職員（２）住民に信頼される豊かな人間性を有する
職員
（３）効率性を意識した行財政運営を行う職員（４）新たな課題にチャレンジする職員

具体的な
施策内容

・オンラインによる新入社員研修、議会対応力向上研修
・国（環境省）、県（市町村課）、介護保険一部事務組へ派遣
・自治研修センター主催研修派遣（新任課長補佐・新規採用職員・人事評価など）
・映像研修の実施（①人事評価業績評価/目標設定編②接遇研修③ハラスメント研修④
人事評価能力評価編）

「目指すべき職員像」を具現化するため、職員の能力を高める各種「職員研修」を実施し、
令和３年度においては、コロナ禍ではあったものの映像研修を取り入れることで、研修受講
者が1,901名と大幅に伸びた。また、人を育てる「職場環境整備」及び職員のやる気を高
め、その能力を最大限に発揮する「人事管理」として、人事評価制度を有効活用し、これら
の３つの要素をリンクさせ、今後も効果的な人材育成に努めていく。

計 4,898 計 4,898

【評価】

18 鹿児島県市町村振興協会負担金 171

13 映像研修使用料 660

8 特別旅費（各種研修） 501

4,898

8 普通旅費（日額・帰任） 3,321

7 講師謝金 245 （一般財源）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 職員の意識改革

【経費内訳】

2 1 2 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１７４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
人口減少による財政規模縮小及び会計年度任用職員制度導入による人件費増加等への
対応するため、係の統合等により仕事をシェアし、組織のスリム化を目指す。

具体的な
施策内容

・「図書館係」と「郷土館・文化財係」の統合

「図書館係」と「郷土館・文化財係」の統合により、役職の削減及び仕事をシェアすること
で複合施設として業務の効率化が図られた。

計 0 計 0

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 組織再編

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 総務課 係名 人事行政係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

5

249

課名 企画課 係名 情報政策係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 情報発信の強化

【経費内訳】

2 1 3 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 印刷製本費 2,889 （一般財源） 4,487

12 情報発信強化事業 1,598

計 4,487 計 4,487

【評価】

ー１７５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 せとうち創生マニフェスト「情報発信の強化」の実現

具体的な
施策内容

町広報紙の内容の充実、町ホームページをはじめ、フェイスブックやツイッターなど町公式SNSを有
効に活用した積極的な行政情報の発信

チームせとうち（町民、役場職員、全国郷友会）協力のもと、充実した広報紙ができた。また、町ホーム
ページをはじめ、SNSを有効に活用した情報発信を行うことができた。今後も引き続き、情報発信の強
化、特にSNSなどデジタルを活用した情報発信の強化・充実を図るとともに、チームせとうちの一員であ
る役場職員の情報発信に対する意識の醸成に努めたい。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

課名 水産観光課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 加計呂麻島ターミナル施設整備事業

【経費内訳】

8 4 3 事業
（単位：千円）

15 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 256 001 （奄振）ターミナル施設整備事業費補助金 9,600

12 委託料 27,650 R3臨時交付金 6,520

13 使用料及び賃借料 134 （一般財源） 11,920

計 28,040 計 28,040

【評価】

ー１７６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

加計呂麻島の玄関口である瀬相集落に、新たにターミナル施設を整備し、多くの地域住民や船
舶利用者等の快適性と利便性の向上を図り、加えて、観光、物流、交流の機能を備え、『加計呂
麻島の地域振興に寄与する新たな戦略拠点』として位置づけ、賑わいにあふれた施設を目的と
している。

具体的な
施策内容

①建設予定地の地質調査による建物安定性の調査及び施設内の規模並びに必要スペースの
具体化に関する基本設計（案）の作成
②意見結果（パブコメ）を踏まえた施設建設に必要な地質調査及び実施設計
※②に係る予算については、Ｒ４年度へ繰越

令和３年度は事業スケジュールに基づき、建設予定地の調査や施設規模の基本設計（案）を、関係課
と連携を図りながら取り組むことができた。また、基本設計（案）について広く公表し、加計呂麻島の地
域住民を対象とした住民説明会やパブリックコメントを実施したことにより多くの意見を伺うことができ
た。
今後は、意見結果を踏まえながら、施設建設に必要な実施設計等に取り組み、令和５年度からの工事
着手を目指し準備を進めていくこととする。



款 項 目 款 項 目 1

細
節

課名 商工交通課 係名 船舶交通係

会計区分 特別会計 会計名 船舶交通事業特別会計

事業名 瀬戸内町離島住民運賃割引助成事業

【経費内訳】

1 3 1 事業
（単位：千円）

2 1 1 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

船舶費 3,116 船舶国庫補助金 1,558

船舶県補助金 779

町補助金 779

計 3,116 計 3,116

【評価】

ー１７７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
加計呂麻島に住民登録を有する住民の民生の安定と向上に資するため，住民の負担を軽減す
ることを目的とする。

具体的な
施策内容

航路は「瀬相～古仁屋～生間」航路とする。
対象者は加計呂麻島に住民登録を有する住民。

●今後も加計呂麻島民の方の負担軽減に寄与することを目的とし、事業を維持していく。



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１７８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　本町の中でも特に自然条件等が厳しい加計呂麻・請・与路島を対象として，産業の振
興，生活基盤の整備，ソフト対策等住民生活に密着したきめ細かな諸事業を総合的に実
施することにより，各島の活性化を図る。

具体的な
施策内容

(1)産業の振興（6事業）
・諸鈍地区排水施設整備事業　・須子茂地区農道整備事業
・佐知克地区農業機械整備事業　・諸鈍・生間地区農業施設整備事業
・畜産用機械整備　・秋徳漁港港内浚渫事業
　
(2)生活基盤の整備（9事業）
・請島港舗装整備事業　・池地地区簡易水道整備事業
・与路地区飲用水施設整備事業　・諸純デイゴ並木樹勢回復事業
・嘉入地区道路環境整備事業　・請島地区道路環境整備事業
・俵地区道路環境整備事業　・実久地区道路環境整備事業
・請島消防施設整備事業

特定離島ふるさとおこ
し推進事業合計額

R３年度は産業の振興６事業、生活基盤の整備９事業の合計１５事業を行った。
各事業共に必要性や緊急性が高い事業であり、加計呂麻・請・与路島の振興及び住民生活の
改善に寄与するものとなった。
R４年度においても１３事業の実施が決定している。今後も事業を継続する事により、各島
の住民生活に密着した事業に取り組んでいく。

事業要望順位の設定方法は、各課からの要望希望順位や各集落からの要望書の提出、事業の
緊急性等を加味した上で、県への要望を行っている。

計 184,914 計 184,914

市町村負担 39,505

184,914 県支出金 145,409

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画 係名 企画振興

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

3

3

65

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）社会資本整備総合交付金事業

【経費内訳】

8 2 3 事業 （単位：千円） 14 2 6 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給与　一般職 6,498 1 社会資本整備交付金 82,435

3 職員手当等 3,581 地方債 42,200

4 共済費 3,932

8 旅費 123 （一般財源） 13,233

10 需用費 1,423

12 測量設計委託料 2,200

13 使用料及び賃借料 2,346

14 工事請負費 117,765

計 137,868 計 137,868

【評価】

ー１７９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町は，台風襲来地帯であるなどの厳しい地理的・自然的条件下，近年の豪雨や台風により
多くの被害を受け孤立集落も発生していることから，災害時における緊急避難や救援のため
の道路整備及び災害時の早期インフラ復旧のための災害に強い道路網を確立するとともに，
近隣自治体や主要道路（国道・県道）へのアクセス強化や群島内外の交流連携を強化する
ことにより，産業・観光の振興を支援し，安心安全で暮らせる生活空間を形成する目的として
いる。

具体的な
施策内容

・阿木名伊須蘇刈線　改良延長　L=28m W=4.0(5.0m)
　現場吹付法枠工A=338㎡　排水工L=62.6m
・薩川実久線　改良延長　L=47.8m（暫定） W=4.0(5.0m)
　現場吹付法枠工A=646㎡　排水工L=85.8m
・秋徳佐知克線　改良延長　L=59m（暫定） W=4.0(5.0m)
　　補強土壁工A=153㎡

道路利用者への交通環境の配慮や，地域住民が安全で安心して利用できる道路空間の確保が図ら
れ，更には，災害に強い道路網が確立できたことにより，地域住民の生活安定に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 ※Ｒ２からの繰越事業

事業名 （奄振）社会資本整備総合交付金事業

【経費内訳】

8 2 30 事業
（単位：千円）

14 2 32 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

14 工事請負費　改良 20,400 1 社会資本整備交付金 14,280

地方債 6,100

（一般財源） 20

計 20,400 計 20,400

【評価】

ー１８０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町は，台風襲来地帯であるなどの厳しい地理的・自然的条件下，近年の豪雨や台風により
多くの被害を受け孤立集落も発生していることから，災害時における緊急避難や救援のため
の道路整備及び災害時の早期インフラ復旧のための災害に強い道路網を確立するとともに，
近隣自治体や主要道路（国道・県道）へのアクセス強化や群島内外の交流連携を強化する
ことにより，産業・観光の振興を支援し，安心安全で暮らせる生活空間を形成する目的として
いる。

具体的な
施策内容

・阿木名伊須蘇刈線　改良延長　L=28m（暫定） W=4.0(5.0m)
　現場吹付法枠工A=611㎡　排水工L=63.5m

道路利用者への交通環境の配慮や，地域住民が安全で安心して利用できる道路空間の確保が図られ，更に
は，災害に強い道路網が確立できたことにより，地域住民の生活安定に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）道路メンテナンス（補助金）事業

【経費内訳】

8 2 5 事業
（単位：千円）

14 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 旅費 87 2 道路メンテナンス事業補助金 12,005

10 需用費 286 地方債 4,500

12 委託料 14,890

14 工事請負費 2,260

（一般財源） 1,018

計 17,523 計 17,523

【評価】

ー１８１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
道路施設の計画的な点検・修繕による老朽化対策を行うことにより，道路網の安全性・
信頼性を向上すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・橋梁補修（補助金）工事（晴橋）勝浦線
㎥　断面補修工N=1構造物　表面含浸工A=78㎡　水切材設置工L=34m　橋面工V=1

・橋梁補修（補助金）設計業務委託（よろずよ橋）押角徳浜線
　橋梁補修設計業務　N=1.0式
・橋梁補修（補助金）設計業務委託（渡連橋）渡連１号線　橋梁補修設計業務　N=1.0式
・橋梁点検（補助金）業務委託　栄橋（西阿室俵線）俵地内外　橋梁点検・診断　N=19橋

道路施設の老朽化対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 ※Ｒ２からの繰越事業

事業名 （奄振）道路メンテナンス（補助金）事業

【経費内訳】

8 2 31 事業
（単位：千円）

14 2 32 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料 5,260 2 防災・安全社会資本整備交付金 8,680

14 工事請負費 7,140 地方債 3,700

（一般財源） 20

計 12,400 計 12,400

【評価】

ー１８２ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
道路施設の計画的な点検・修繕による老朽化対策を行うことにより，道路網の安全性・
信頼性を向上すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・橋梁補修（補助金）設計業務委託（晴橋）勝浦線　橋梁補修設計業務　N=1.0式
・橋梁補修（補助金）工事（晴橋）勝浦線

㎥　断面補修工N=1構造物　表面含浸工A=78㎡　水切材設置工L=34m　橋面工V=1

道路施設の老朽化対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

3

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 （奄振）防災・安全交付金事業

【経費内訳】

8 2 4 事業
（単位：千円）

14 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 1,650 1 防災・安全社会資本整備交付金 38,031

2 給与　一般職 2,432 地方債 19,800

3 職員手当等 1,601

4 共済費 1,462

8 旅費 212 （一般財源） 4,044

13 使用料及び賃借料 188

14 工事請負費 54,330

計 61,875 計 61,875

【評価】

ー１８３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
自然災害に対する事前防災・減災対策を行うことにより，道路網の安全性・信頼性を向上
すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・道路災害防除（交付金）工事（諸鈍工区）諸鈍徳浜線
　現場吹付法枠工A=177㎡　鉄筋挿入工N=38本　排水工L=11.7m
・道路災害防除（交付金）工事（須子茂工区）嘉入阿多地線
　大型ブロック積工A=140.9㎡　安全施設工L=21m

道路の事前防災・減災対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

2

2

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 ※Ｒ２からの繰越事業

事業名 （奄振）防災・安全交付金事業

【経費内訳】

8 2 31 事業
（単位：千円）

14 2 32 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

12 委託料　測量設計委託料 2,440 1 防災・安全社会資本整備交付金 30,212

14 工事請負費　道路災害防除 40,720 地方債 11,700

（一般財源） 1,248

計 43,160 計 43,160

【評価】

ー１８４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
自然災害に対する事前防災・減災対策を行うことにより，道路網の安全性・信頼性を向上
すると共に，安心安全な道路交通環境を構築する目的としている。

具体的な
施策内容

・道路災害防除（交付金）用地測量業務委託（須子茂工区）嘉入阿多地線
　用地測量A=0.90万㎡　復元測量A=0.29万㎡
・道路災害防除（交付金）工事（諸鈍工区）諸鈍徳浜線
　現場吹付法枠工A=177㎡　鉄筋挿入工N=38本　排水工L=11.7m
・道路災害防除（交付金）工事（須子茂工区）嘉入阿多地線
　ブロック積工A=34㎡　現場吹付法枠工A=110㎡　モルタル吹付工A=27㎡
　安全施設工L=24m

道路の事前防災・減災対策を行ったことにより，地域住民の安心安定な生活に寄与できた。



款 項 目 1～4 款 項 目 5

細
節

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（道路環境整備）

【経費内訳】

8 2 7 事業 （単位：千円） 15 2 11 節 （単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 47 2 道路環境整備事業費補助金 25,600

14 工事請負費（嘉入地区） 12,000

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 148

14 工事請負費（請島地区） 9,000 （一般財源） 6,690

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 48

14 工事請負費（俵地区） 5,000

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 47

14 工事請負費（実久地区） 6,000

計 32,290 計 32,290

【評価】

ー１８５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
集落内における道路利用者の安全通行の確保及び集落内の住環境の改善を図る目的と
している。

具体的な
施策内容

・嘉入（須子茂）地区　排水工 L=60.7m　張コンクリート工A=123.7㎡
　ブロック積工 A=61.2㎡
・請島（請阿室・池地）地区　舗装工 L=87m(A=225.6㎡)　安全施設工 L=224ｍ
・俵地区　底盤工 L=39.1m　側壁工L=20.2m
・実久地区　導流堤工 L=12.5m(H=2.7m)

集落内の道路及び水路整備を実施したことにより，生活環境が改善され，地域住民の民生安定に寄与
できた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

1

1

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 辺地対策道路整備事業

【経費内訳】

8 2 2 事業
（単位：千円）

21 1 5 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料(船舶借上料) 78 地方債 5,000

14 (改良舗装)神の子線 5,000

（一般財源） 78

計 5,078 計 5,078

【評価】

ー１８６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 辺地対策事業費を導入し，地域社会資本の充実を図る目的としている。

具体的な
施策内容

・神の子線L=75m　舗装工(Co)A=300㎡

車輛等の安全通行が確保されたことにより，地域の活性化が促進され民生安定の向上が図られた。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 建設課 係名 工務係

会計区分 一般会計 会計名 防衛施設周辺環境整備事業費

事業名 防衛施設周辺環境整備事業検討費

【経費内訳】

8 2 5 事業
（単位：千円）

14 2 6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給料　一般職 2,524 3 防衛施設周辺環境整備事業費 41,125

3 職員手当等 1,116

4 共済費 1,441 （一般財源） 3,214

8 旅費 91

12 委託料 39,167

計 44,339 計 44,339

【評価】

ー１８７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

町道嘉徳支線は瀬戸内分屯地への進入路であり，一般車両と自衛隊車両との離合困難
が発生しているため，離合解消する目的で道路整備を進めています。
令和３年度は，希少種植物の移植を行いながら，周辺環境に配慮すべき事項を詳細設計に反映
し，令和４年度の工事着手に向けて整備を進めている。

具体的な
施策内容

・瀬戸内分屯地周辺道路改修等（補助金）測量設計業務委託（節子工区）嘉徳支線
　測量設計L=0.79km
・瀬戸内分屯地周辺道路改修等（補助金）地質調査業務委託（節子工区）嘉徳支線
　ボーリング調査N=10箇所（L=93.0ｍ）
・希少植物移植業務委託（節子工区）嘉徳支線
　移植業務N=1式

道路整備により，自衛隊基地車両との離合困難が解消でき道路利用者が安心安全な通行が確保さ
れる。



款 項 目 1 款 項 目 2

款 項 目 3

細
節

1

1

1

課名 建設課 係名 森林土木係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ・林道舗装事業（農山漁村地域整備交付金）

【経費内訳】

6 2 5 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

21 1 4 節

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給料 6,211 3 （奄振）林道整備整備事業費補助金 17,360

3 職員手当等 3,300 2 （辺地債）林道舗装事業 21,900

4 共済費 3,827

8 旅費 33

10 需用費 277

11 役務費 71

12 委託料 269 （一般財源） 6,747

13 使用料及び賃借料 519

14 工事請負費 31,500

計 46,007 計 46,007

【評価】

ー１８８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
　森林資源の有効利用の向上を図り、森林の適正な管理・地域産業の振興と住民の生活向上を
推進する。

具体的な
施策内容

　（国50％、県10％、町40％）
・舗装事業　勝浦東線　舗装延長　Ｌ＝400.0ｍ　Ｗ＝4.0ｍ
　（国1/3、県12％、町54.67％）
・舗装事業　古 志 線　舗装延長　Ｌ＝178.9ｍ　Ｗ＝4.0ｍ

本工事の施工により、森林資源の有効利用の向上、森林の適切な管理・地域産業の振興と住民の生活
向上に寄与できた。



款 項 目 3 款 項 目 2

細
節

3

1

1

課名 建設課 係名 森林土木係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 ・県単林道事業

【経費内訳】

6 2 4 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

10 燃料費 13 4 県単林道事業補助金 3,579

13 使用料及び賃借料 55

14 工事請負費 8,949

（一般財源） 5,438

計 9,017 計 9,017

【評価】

ー１８９ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的 　森林の適切な整備及び効率的かつ林業経営に資するため、林道の整備等を実施する。

具体的な
施策内容

１路線の事業費900万円未満（県40％、町60％）
・林道西阿室嘉入線　舗装補修延長　Ｌ＝175.0ｍ

●本工事の施工により、森林資源の有効利用の向上、森林の適切な管理・地域産業の振興と住民の生活向上に
寄与できた。



款 項 目 1 款 項 目 2

細
節

課名 水産観光課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 加計呂麻港改修事業（俵地区・瀬武地区）

【経費内訳】

8 4 2 事業
（単位：千円）

14
21

2
1

6 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

2 給料 6,693 001 （奄振）港湾改修事業費補助金 104,700

3 職員手当等 3,365 003 （奄振）長寿命化計画策定事業費補助金 1,950

4 共済費 4,005 001 （過疎債）港湾改修事業債（加計呂麻港） 71,800

8 旅費 695 （一般財源） 10,220

10 需用費 232

11 役務費 382

12 委託料 16,385

13 使用料及び賃借料 1,169

14 工事請負費 155,400

16 公有財産購入費 150

17 備品購入費 44

21 移転雑費補償 150

計 188,670 計 188,670

【評価】

ー１９０ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

【加計呂麻港（俵地区）】　　　※Ｒ４へ繰越
加計呂麻島内における社会資本整備に必要な建設資材等の安定供給を目的とした、建設資材専用
岸壁の整備。

【加計呂麻港（瀬武地区）】
港湾施設の老朽化対策を行い、施設の安全性と利用者の利便性向上及び安全確保を目的とする。

具体的な
施策内容

【加計呂麻港（俵地区）】
　道路Ⅲ：地盤改良工 N=312本　護岸：捨石投入 V=759m3　上部工 V=93m3
  港湾施設用地：埋立土 V=19,372m3
【加計呂麻港（瀬武地区）】
　調査、実施設計 N=1式

【加計呂麻港（俵地区）】
●当該事業は、平成２７年度より実施しており早期完成に向け各年取り組んでいいるところである。
　しかしながら、本年度は新型コロナウイルス感染拡大による移動自粛等による制限により、地権者との用地交
渉に不測の期間を要したことにより、工事着手が遅延し、年度内に完成することが困難となり令和４年度へ繰越
工事を行うことなった。
（事業費ベースの進捗率：令和２年度70%→令和３年度８５％）
【加計呂麻港（瀬武地区）】
●施設の老朽化対策に必要な調査及び実施設計を行い、次年度以降の工事に必要なスケジュール調整に取り
組んだところである。



款 項 目 1 款 項 目
5
2

細
節

課名 水産観光課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（港湾施設整備）

【経費内訳】

8 4 4 事業
（単位：千円）

15
21

2
1

11
6

節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料 105 001 港湾施設整備事業費補助金 26,316

14 工事請負費 32,896 5 (過疎債)港湾施設整備事業（請島港） 6,600

（一般財源） 85

計 33,001 計 33,001

【評価】

ー１９１ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

請島の請阿室港内における、港湾施設用地（荷さばき地）は定期貨物船の荷さばき、請島内にお
ける公共工事等の資材置き場として利用されているが、降雨時は、未舗装箇所の地盤が泥濘、荷
さばき作業や車両等の進入に支障をきたしていることから、舗装の整備を行い、施設の安全性の
確保と施設利用者の利便性の向上を目的とする。

具体的な
施策内容

港湾施設用地の舗装（Co) A=1,760㎡

港湾施設内の舗装を行ったことにより、施設の安全性と機能保全が図られ、施設利用者の利便性や安
全を確保することができた。



款 項 目 1 款 項 目 4

細
節

課名 水産観光課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 特定離島ふるさとおこし推進事業（漁港施設整備）

【経費内訳】

6 3 5 事業
（単位：千円）

15 2 11 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

13 使用料及び賃借料 48 001 漁港施設整備事業費補助金 10,061

14 工事請負費 12,577

（一般財源） 2,564

計 12,625 計 12,625

【評価】

ー１９２－

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
加計呂麻島の秋徳漁港は、係留施設の船溜まりや船舶の整備等を行う船揚場に土砂が堆積し
ており、干潮時には船舶の出入港及び係留できない状態であることから、緊急に浚渫を行い、船
舶の安全な運航、並びに円滑な係留、船舶の陸揚げ等の利用確保を目的とする。

具体的な
施策内容

泊地（-2.0ｍ）浚渫　V=900m3

泊地内の浚渫を行ったことにより、施設の機能保全が図られ、施設利用者の利便性や安全を確保する
ことができた。
今後も、定期的に施設の巡視点検等を実施しながら、施設管理の充実を図り円滑な施設利用促進に
努めていきたい。



款 項 目 1 款 項 目 1

細
節

課名 水産観光課 係名 港湾漁港係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 水産基盤機能保全事業

【経費内訳】

6 3 4 事業
（単位：千円）

14 2 4 節
（単位：千円）

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

8 使用料及び賃借料 217 001 漁港施設機能保全事業補助金 8,180

10 需用費 104

13 使用料及び賃借料 91 （一般財源） 2,032

14 工事請負費 9,800

計 10,212 計 10,212

【評価】

ー１９３ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

本町の漁港施設は、建設後、数十年以上が経過しており、経年劣化による、護岸コンクリートの欠
損や物揚場のエプロン（コンクリート舗装）のひび割れ及び凹凸による水溜りが著しく酷く、施設の機
能低下が認められ、施設の安全性が懸念されている状況であることから、長寿命化修繕計画に
基づく修繕を実施し、施設の機能保全を図り、漁港施設利用者の安全確保を目的とする。

具体的な
施策内容

①花天漁港　：　護岸コンクリート V=11m3
②久慈漁港　：　物揚場（上部工補修)　V=4m3
③芝漁港　　：　護岸（上部工補修）　V=12m3　物揚場（舗装工）　A=151㎡　　　　　　 

老朽化している漁港施設を修繕したことにより、施設の機能保全が図られ、施設利用者の利便性や安
全を確保することができた。
今後も、定期的に施設の巡視点検等を実施しながら、施設管理の充実を図り円滑な施設利用促進に
努めていきたい。



款 項 目 款 項 目

細
節

【評価】

ー１９４ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
・ホ－ムペ－ジ・広報紙の情報発信及び関係機関とも連携し滞納整理にも取り組みま
す。そのほか、「コンビニ収納」の普及による町税収入の確保を目的とする。

具体的な
施策内容

・「各税についての説明」，「収納の方法(コンビニ収納の詳細）」等について，ホー
ムページへの記載を充実させました。収納については，預金調査・給与調査等を通じ
て収納率の向上に努めました。

・滞納整理（差押）　153件，　3,250千円
・全体の収納件数　36,826件　（内訳：コンビニ8,548件，口座7,892件，窓口(金融機関
含む）20,386件）
・コンビニ収納については，前年から691件の増となっている。今後もホームページ・広報
等に努め普及を図りたい。

計 0 計 0

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 町財源の増加対策

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 税務課 係名 課税係　・　収納係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 1 款 項 目 1

細

節

64

8

17

25

66

209

1

計 53,260 計 53,260

【評価】

ー１９５ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
国土調査法に基づき、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目、境界、面積を正確に調査
し、土地取引の円滑化や行政の効率化を図る。

具体的な
施策内容

調査面積　合計 ４．０８ｋ㎡
内訳
 ・ Ｒ２　久慈 ０．１１ｋ㎡、 花天 １．５２ｋ㎡、 於斉 ０．５０ｋ㎡、 西阿室
０．３０ｋ㎡
 ・ Ｒ３　古仁屋 ０．２７ｋ㎡、 阿木名 ０．４８ｋ㎡、 久慈 ０．８１ｋ㎡、 瀬
相 ０．０９ｋ㎡

●本事業を実施し、一筆ごとの土地の所有者、地番、地目、境界、面積等が正確に調査されることに
より、(1)土地境界を巡るトラブルの未然防止　（2）公共事業の効率化及びコスト縮減　（3）災害
復旧の迅速化等の効果が発揮されることが期待できる。

13 使用料及び賃借料 2,582

26 自動車重量税 55

12 地籍測量委託料 37,767

12 伐採業務委託料 199

10 需用費 1,587

11 役務費 375

7 地籍調査推進員報償費 42

8 旅費 203

3 期末手当(会計年度任用職員) 818

4 社会保険料 1,355 （一般財源） 13,315

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

1 会計年度任用職員報酬 8,277 2 地籍調査事業費補助金 39,945

【経費内訳】

6 1 10 事業
（単位：千円）

15 2 4 節
（単位：千円）

課名 財産管理課 係名 地籍調査係

会計区分 一般会計 会計名

事業名 地籍調査事業



款 項 目 款 項 目

細
節

ー１９６ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
各種事業の財源（補助金等）確保に努める。
今後予想される大型事業や公共施設の維持管理に備えるため、基金の積立を行う。

具体的な
施策内容

国・県の動向を見極め、関係機関と連携を図りながら、有利な財源を確保する。
予算を精査し確保した一般財源は、今後のために基金へ積み立てる。

財政調整基金は令和元年度以降に目標の１５億円を超過している。公共施設維持管理基金は
令和3年度末で前年度から412百万円増の854百万円となった。
基金の積立を行うためには、各事業を補助金や交付金を有効に活用し一般財源を確保する必
要がある。これまで奄振交付金や特定離島ふるさとおこし推進事業、防衛省周辺整備事業な
どの補助金・交付金を活用してきた実績がある。今後も、新規事業また既存の事業について
も有利な補助金等の確保に努めながら予算編成を行う。

計 0 計 0

【評価】

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 的確な財源の確保について

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 総務課 係名 財政係

会計区分 会計名



款 項 目 1 款 項 目

細
節

【評価】

ー１９７ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的

国が策定した「基本方針」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の基本的な考え方
や政策５原則などを基に、瀬戸内町人口ビジョン（奄美大島人口ビジョン）を踏まえ、
２０２０年度（令和２年度）を初年度とする５ヵ年の政策目標や施策の基本的方向、具
体的な施策をまとめる。

具体的な
施策内容

①「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」に係る評価・検証
②「第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」一部文言修正など

第2期「瀬戸内町まち・ひと・しごと創生総合戦略」（令和２～６年度）に掲げる４つの基本
目標毎の各種施策について令和３年６月に評価・検証を実施した。
１７７全事業の結果について町ホームページで公表。
今後も、基本理念を踏まえ、ＰＤＣＡサイクルの実施などで、効果的・効率的に各事業を実
施していく。

計 0 計 0

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 第２期瀬戸内町まち・ひと・しごと創生総合戦略策定事業

【経費内訳】

2 1 17 事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 企画課 係名 企画振興係

会計区分 一般会計 会計名



款 項 目 款 項 目

細
節

ー１９８ー

令和３年度　主要施策の成果に関する調

施策の目的
ウイズコロナ，ポストコロナを意識し，事業の取捨選択を行い，持続可能な自治体経営
の実現を目指す。

具体的な
施策内容

今後の各種プロジェクトを可視化し、調整を図り、事業の平準化を行う。

令和３年度は、コロナ禍における新たな取り組みへの土台づくりが主となった。今後はウィ
ズコロナを見据えながら、地域活性化につながる事業には重点的に投資しつつ、全体を平準
化する予算編成を構築していく。

計 0 計 0

【評価】

必要経費なし

歳出内訳 歳入内訳

節 費目名 金額 細節 費目名

事業名 持続可能な財政運営について

【経費内訳】

事業
（単位：千円）

節
（単位：千円）

課名 総務課 係名 財政係

会計区分 会計名
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